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あい さ つ

社会は 、 国際化社会を迎え た と い われ 、 ま た 、 物の 豊かさ から 、 心 の 豊かさ を求

める 時代へ移行 した と い われ ま す 。
かんき'tくか

真の国際化、 真の 心 の 豊かさ を一 言で 言い 表す な ら ば、 『看脚下 』、 す な わち 、
あしもと

私た ち の 生ま れ育 っ た 郷土 の 風土 と 歴史 と い う脚下 をかえ り み 、 そ れ を世界 に 向か

つて 、 誇り を持っ て ア ピール 出来 る こ と で は な い かと 思い ま す ロ 幸い に も、 上 田市

は 、 古代の 信濃国分寺跡 が 、 わが 国で も希に 見 る ス ケ ール で調査 ・保存 さ れ 、 中 世

の 仏教文化が 塩田平 の 地に 花聞き 、 多くの 国宝・重要文化財と し て 現 在に 遺 っ て い

ま す 。 ま た、 近代に は 、 蚕都と して 栄え 、 当時の 建造 物が市 内 の 各所に 見 ら れ 、 幾

多の 文化人を輩出|して い ま す 。 そ して 、 干曲川の 清流と 、 上 回盆地 を囲む山 の々 緑

は 、 豊かな 自然の 恵み を私た ち に 与え て い ま す 。

こ の た び、 こ れ ら 上 田 の 歴史 風土 の 遺 産の 中 で もひと きわ光彩を放 ち 、 日 本全 国

に 名を馳せた虞田 氏の 上 田城 を、 将来 に わた っ て 保存 ・ 整備 し て い く 指針 で あ る

『上 回城跡公園整備計 画 』が 、 全国的 に も著名 な 諸先 生方の ご指導の 下 に 策定 Sれ

ま した。 こ の こ と は 、 た だ史跡 の 整 備 にと ど ま ら ず 、 急激な 社会の 変化の 中 で 、 と

もす れ ば見 失い が ち な 郷土の 恵ま れ た 歴史 的 遺 産を、 第二次上 田市 長期基 本構想 の

テ ーマで あ る 「 あ た た かい 心 の ふれ あ うま ち Jの 、 「 こ こ ろ Jを豊かに し、 郷土上

回の 象徴で あ る 上 田城 を世界に 向かつて 誇れ る 城 に し よ うと い う、 市民 の 心 の 触れ

合 い の 表れ で あ り ま す 。 そ して 、 こ れに 続く上 田 城 の 整 備 と は す な わち 、 心 豊かな

上田市民 の 、 世界 に 目 を向け た 『国際都市上 田 』づ くり の 第一歩と 言って も過言で

は あ り ま せ ん。

最後に 、 本計 画 策定 に 当た り 、 そ の 中 心 と な っ て ご指導い た だ い た 『上 田市上 田

城跡公園整 備計 画 研究委員会』の 諸先 生方、 ご 助言をい た だ い た 文化庁・ 長野県教

育 委員会各位 の ご 尽力 に 、 衷心よ り 感謝申し上げ る と と もに 、 今後進 めて 参 り ま す

事業に 対して 、 な おい っ そ うの ご 援助をい た だ き ま す よ う、 お願い 申し上 げ ま す 。

平成 3年 3月

上 田市長 オく里子 手谷主主主



序

今 から 400余 年の 昔、 天正11(1583 )、 真田昌幸は 、 そ の 居城 と す べく、 上田城

の 築城 普請 に 取り かかり ま した 。 こ の 上 田築城 は 、 現 在の 上田市 街地 の 原型 と な っ

た 上 田城下 町 の 始ま り で もあ っ た もの で す ロ

ま た 真田 氏は 、 こ の 上 田城 に 立て こ もっ て 、 2度に わた る 徳川の 大 軍の 攻撃を退

け 、 真田 氏と 上 回城 の 名 を天下 に鳴り 響 かせ て もい ま す 。

上 田城 に は 白亜の 天守閣もな く、 石垣 も少な く、 特 段 の 要害堅田な 域 に も見 え ま

せ ん。 しかし、 全国に 数多い 近世城 郭の中 で 、 2度も実戦を経験し、 しかも、 そ の

よ うな 輝かしい 戦果をあ げ た 城 は 、 ほかに な い こ と も言うま で もあ り ま せ ん。 城下

町 や周辺の 千曲川、 矢出沢川、 さ ら に は 神川な ど の 河川ま で も含めた 全体の 構造 が、

優れ た もの で あ っ たこ と は 、 こ の 2度に わたる 実戦の 結果が証明して い る 、 と い え

る の で す 。

しかし 、 こ の 真田 昌幸の 築い た 上 田城 は 、 関 ヶ原合 戦後 に 破却さ れ 、 そ の 後 、 真

田氏の 次 の 城 主 仙石 氏に よ り 復興さ れ る 、 と い う経過が あ り ま した 。 堀・土塁 な ど

全体 の 構造 は 、 真田 氏時代の ま ま と 考 え ら れま す が 、 今 に 残 る 県宝の 3 基 の 櫓 は 、

こ の 仙石 氏に よ り江戸時代初期に 建ら れ た もの で す 。

そ の 後 、 城主 は 松平 氏に 替わり 明治維新の 廃城 に まで 至っ た もの で す が、 上回城

跡 は 上 回の 町 の 生育 ・ 発展の 原点 と もい うべ き 貴重な 史 跡 で あ り 、 上 田の 歴史 ・文

化を理解す る上 で 欠くこ と の で き ない もの で す 。

こ うい う貴重な 史跡 を 、 後世に よ り よ い 姿で 継承して い くこ と は 、 我 上々 田市民

の 責務で あ る と も言え ま し ょうロ

今 回、 上田城跡公園整備計 画を策定い たしま した こ と は 、 史跡上 回城跡 を今後 長

い 将 来 に わたっ て 保存し 、 かっ 、 適正に 整 備す る た めの 基 本方針 が確 立さ れ た こ と

に な り ま す 。

本計 画 は 「 上 田城跡公園整備計 画 研究委員会」 の 先 生方の ご 意見 をま と めさ せ て

い た だ くと と もに 、 文化庁・長野県教育 委員会の ご指導をい ただ き 、 策定 さ せ て い

た だ い た もの で す 白 関係 各位 に 対して 深く感謝申し上 げ ます と と もに 、 今後進 めて

参 り ま す 事業 に 対し ま し て 、 引き 続 き 絶大 な る ご 支援・ご 助言を 重ね て お願い 申し

上 げ ま す 。

平成 3 年3 月

上 田市教育 長 戸ヨ扇轟 作均



言

本書は 長野県上 田市 大 字二の 丸に 所 在す る 国指定史跡上 田城跡 の 整 備基 本計 画

書で ある 。

伊!

1 

本計 画 は 、 平成 2年度上 田市 単独 事業と して 、 側都市環境 研究所 に 事業委託し

て 実施し、 策定 した もの で ある 。

2 

本計 画 の策定 に あた っ て は 、 上 田市 教育 委員会が 「 上 田市上 回城跡公園整 備計

画研究委員会」を設 置し、 同 委員会の 指導を受け た 。

3 

上 田市上 田城跡公園整 備計 画研究委員会の 構成 は 次 の と おり で ある 。

委員長 黒坂 周平 市 文化財保護審議会長 |
委 員 渡辺 定 夫 東京大学 工学 部教授

吉田 博宣 京都大学 農学 部助教授

平 井 聖 東京工業大 学工学 部教授

牛川 喜 幸 奈良 国立文化財研究所 飛鳥藤原宮跡発掘調査 部長

宮本 長二郎 奈良 国立文化財研究所 建造 物研究室長

佐藤 次 雄 上 田市 助役

赤羽 賢 上 田市 教育 委員会教育 長、 平成 2年10 月10 日 退任

小林 陽三 上 田市 教育 委員会教育 長職務代理者 教育次 長

平成 2年12 月18 日 退任

上 田市 教育 委員会教育 長、 平成 2年12 月19 日 着任

4 

尚

本計 画策定 に あ た り 、 文化庁記念物課及 び長野県教育 委員会文化課の 助言を受

け 、 幹 事と して 、 上 田市 商工部公園管理 事務所 長及 び建設 部都市計 画課長の 参 画

を得た 。 事務局は 、 上 田市 教育 委員会社会教育 課及 び上 田市 立博物館で 担当した 。

内 藤

5 

本書の 編集は 、 上 田市 教育 委員会社会教育 課に おい て 行 っ た 。6 
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回現状分析と課題



1 .上田城と上回城下町の沿革
1 )上回城跡の概要

上田は 古代から 信濃に おけ る 重要 な 場所とし て発生し 、 中 央の 相当な 勢力 者 の 領

地とし て発達 し てい たが 、 海野町 ・原町 を 中 核とし た上 田城 下町 の 形成 は 、 天正11

年 (1583 )の 上回城 築城 と と もに始まり、 現 市街地の原型 と な っ た。 また慶長8 年

(1603 )頃から は 北 国街道 の 宿場町 とし て も賑わう よ う に な り 、 真田信之の命によ

る 町割 り 変更〈区画整理)に よ り 城 下町 は 整備され てい っ た 。

こ の よ う に 上田城 下町 は 中 世末期 に 城 下町とし て成 立し 、 近世に は宿場町 と し て

の 機能も課せ ら れ 、 約 40 0年 の 歴史 を 歩 ん で き た。 そ の 問、 大 災害や 戦火から は 免

れ た が、 町の 近代化 と ともに往昔の 面 影は 急速に失われ つつあ る 。

上田城 は 市街地の ほぼ中 央に あ り 、 信越線上田駅から 徒歩 で北 方へ約10分 ほどの

場所に あ る 口 城跡 は 本丸 ・二の 丸 の 地域一 帯が 昭和 9年 12月に国指定史跡 とな った。

上田城は 戦闘本位の 城 だったため、 土 と 水と 木で固めら れ 、 本丸 の段丘下 に深え

ん を 掘り、 城 の 東 方蛭沢川を 改修 し て 、 そ の 水を 城 下の飲料と 防火の用 に充て る と

ともに 、 東 部外郭を は じめ各曲輸の 水 濠に 導 き 、 さら に 北 部外郭に 大水 濠を 作った。

また 本丸に は 天守閣は 設 け ず 、 そ の かわりに 土 居敷の 要所に 二層の 望楼ょう の 櫓を

7棟配置し た。 こ の 城 に は 特に 美観とい う ほど の 建 築は見ら れ な い が 、 尼が 淵を は

じ め天然の 要 塞とし て、 実戦に 耐え た風格 を 残し てい る 。

現 在は 城跡 内 に 三棟の 隅櫓 が残る ほか、 本丸 の 土塁とそ の 外周の 有水堀 、 またそ

れ を 囲む二の 丸一 帯は 上田 市の 象徴と し て また市民 の 憩 い の 場と し て親し まれて い

る 。

(1)上 田城の沿革

①真田氏と上回

上田城 は 天正11年(1583 ) 真田昌幸に よ って築かれ 、 上田の 城 下町とし ての 形成

が 始まった。 当時の 資料に よ る と尼が 沸j城 と呼ば れ 、 千曲川の ふち に 建 っ てい た こ

とは まち が い な く 、 地形 上から も現 存の 城跡で あ ったと考 え ら れ る 。

真田氏は ま ず本 丸 を 中 心とし て家臣の 居住地を 定 め、 さら に そ の 外郭に 原 郷・海

野郷等の 住民 を 移 し て、 原 町 ・海野町 等の 城 下町づ く り を 行 い 、 必要 に応 じ て 鷹匠・

鍛治業 ・染物業 の 集落を 作っ た 。

天正13 年 (1585) と慶長5年 (1600) の 徳川の 大軍の 前 に も真田氏は こ の 域を 守

った 。 し かし 、 真田昌幸・幸村父子は 関 ヶ原合 戦後に 高野山に 流され 、 上田城 は 破

却廃城 とな っ た。

一方、 昌幸の 長子信之は 徳川方に つい たため、 関 ヶ原 の 戦後上田城 を 改めて 与え

ら れ 、 65 .000石 の 上田藩が成 立し た (沼田と併せ 95 .000石 )。 信之は 上田城 が 破却

され た ため、 現 在の 上田 高校の 地に 居館を 構 え て藩政に あ たっ た。
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②近世

元和8 年 (16 22)真田氏のあ と へ 小諸から 仙石氏が入城 し 、 85年 にわ たっ て土 地

開 発、 産業振興を 活発に行 い 、 上小地方の近世封建体制を 確 立し た。

現 在の 上田城 の規模およ び縄張りは ほぼ仙石氏の 再 建によ る もの で あ る 。 {山 石忠

政は 寛永 3 年 (16 26)に幕府の 許可が下りる と ただち に上田城 の復 興にとりかかっ

た。 そ の 規模は 大 き く 、 関ヶ原戦後埋め立てら れた堀を 掘り返し 、 塀を 築き 、 い く

つもの 櫓を 建設し た。 現 在残る 三基 の櫓 は 寛永 年 間 の 建築で あ る こ と が 、 そ の 建築

様式およ び昭和 56- 6 1年 度の修理 工事によ っ て確かめら れてい る 。

忠政は 寛永5年死去 し 政俊が藩主と なる が、 そ の後 の藩内 紛争もあ り、 上回域復

興は 未 完成 の ま ま 終わ る こ と にな る 。 こ の 忠政の時代につくら れた上回域 がそ の ま

ま幕末ま で大 き な 改変もな く 続い た。 な お、 こ の復興におい ても本 丸 ・二の 丸 ・三

の 丸 の 規模 は 、 真田氏の築い た上田城 のそれを 受け 継 い で い る と い ってよ い 。

宝永3年(1706)仙石氏に但馬出石へ の移封が 命じら れ、 出石藩主松平 忠周は 信

州上回へ移 封が 命じ ら れた。 上回と 出石の藩主交替で あ る 。

松平氏によ る 上回藩支配 は 、 初代藩主忠周から 七代忠礼ま で 1 60年余にわ たっ て

続き 、 明治維新 を 迎え る に至った。

③明治以降
明治4年廃藩置 県によ り上田城は 東京鎮台 の分営所と な っ た が、 同6 年には 廃止

され た。 翌7 年 には 城 内 施設がす べて払い 下げと な り 、 大 半の 建物が民間 に売却さ

れたが、 西櫓は 取り壊し を 免れた。 な お現 在の 北 櫓と 南櫓は 売却されて太郎山麓へ

移され遊廓と し て使用されてい たが、 昭和 17年 上田城 跡 保存会が結成 され、 同 24年

に域内 へ移転復 元されたもので ある 。

明治 7年に民 間に払い 下げら れた後 上田城 は、 桑畑 、 麦畑 等に化 し てし ま ったも

の の 、 明治1 2年には 本丸南側の 場所が 松平 神社(現真田神社 ) と な り、 向 18年には

残り の 部分も公園 とな っ た。 こ れが上田城 跡 の 公園化 の第一歩 で あ る 。

こ う し て本 丸跡 は 公園 とし て整備 される よ う にな ったが、 二の丸 につい ては 堀 跡

も含め、 そ の 大 部分が桑畑 と な ってい た。 特 にそ の 東側(現 在の 博物館周辺) には 、

明治 18年 に高い 土塀を 巡ら し た刑務所がで き 、 公園 の 雰囲気を 損ね てい た。

そ の 後 、 大 正 12年 には 現市 民会館の 場所に上田市公会堂が建設され、 同 13 年 から

昭和3 年にかけ ては 、 上田市 によ り二の 丸 の地の 買い 上げが進めら れ、 ま た刑務所

も移転 し た。 こ れ と平行 して児童遊戯場、 庭球場、 堀跡 を 利用し ての野球場、 陸上

競技場等 の設置 が 進めら れてい っ た。 こ う し て、 上田城跡 の本 丸・二の丸 のほぼ全

域 が市民公園 とし て整備される こ と にな っ た。

こ の後、 上田城跡 は 昭和9年国の史 跡 に指定され、 ま た昭和3 4年 には 三櫓 が 県宝

に指定され今日に至っ てい る 。
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域 内修築な どに関す る略年表

。天正 1 1 (1583) :真田昌幸、 上田城 を 築き 始める 。

1 3 (1585) :上田城一 応の 完成 を み る 。

慶長 6 (1601) :徳川軍に よ り 上田城破却さ れ る 。

。元和8 ( 16 22) :真田氏に 代って仙石 氏入封。

寛永 3 (16 26) :仙石 忠政、 上回城復興工事に 着手。
" 5 (16 28) :忠政死去 に よ り 城 普請中 断。

〈その 後 藩内 紛争もあ り 、 城 普請は 未 完成 の まま終わ る )

:千曲川洪水、 尼ヶ淵の 地形大 い に変わ る 。

:幕府、 武家諸法 度に よ り 新 規の 城 普請を 禁止 す る 。

:本丸東 虎口 の 土 橋 、 石垣等 を 修理。

:本丸 内 の 大 破し た 侍番所を 建 て直す 。

:二の 丸東 方石垣その 他の 石垣 修理。 二の 丸北 口 土橋 下の 木樋

を 石 樋(現存 )にかえ る 。

:仙石 氏に 代って松平氏入封。

:上田城 下町大 火、 藩主邸も類焼。

: 千曲川洪水 、 本丸南 側 の 崖下部分大 き く 崩壊ロ

:前 年 の 洪水に よ る 破損箇所修復 。 合 わせ てその 前 面に 護岸用

の 石 垣を 築く。 (同21年 に完成 〉

:本丸石 垣修 理。

:藩主邸全焼。 翌年 普請完成 。

:前年 善光寺地震で 破損の 二櫓、 三 の 丸 の 石垣 修築成 る 。

:上田地方強震。 石 垣が崩 れ 、 塀 ・櫓門傾く。

:西櫓 他修理。

:廃藩置 県。

:上田城 、 民 間 に 払い 下げら れる 。 西櫓一棟を 残し 、 そ の 他の

建 物は 破却また は 転 売さ れ る 。 南 ・北両 櫓は 市内北 方の 新 屋

地区に 移 築さ れ 遊廓楼とし て使用 さ れ る 。

昭和 3 (1928) :西櫓 の 屋根 、 木部、 かベ等 修理。

4 (1929) :西 櫓を 徴古館とし て一般公開 。
1 9 (19 44) :買い 戻し た 南櫓・北 櫓を 城 内 に 復 旧。 同24年 に完成 。

" 4 2 (196 7) :南櫓 ・北櫓 の 屋根 葺替、 かべ小修 理。
" 5 6 (198 1) :上田城 3 櫓修復 工事始まる 。 (同 6 2年 に 完 了)

" 8 (163 1) 
" 1 2 (163 5) 
" 1 8 (16 41) 

貞事 3 (1686) 

元禄 1 5 ( 17 02) 

。宝永 3 ( 1706 ) 

享保 1 5 ( 173 0) 

" 1 7 (173 2) 

" 1 8(1733) 

宝暦7 ( 175 7) 

寛政 元 (1789) 

弘 化 5 (18 48) 

安政元 ( 185 4) 
" 6 (1859) 

。明治 4 (18 7 1) 
" 7 (18 7 4) 

zd

 



(2)上回城跡の現状

上田城跡は国指定史跡であり、 多目的公園として、 また市民の憩いの場としても
親しまれており、 上田市上田城跡公園として、 史跡 ・都市計画公園および観光資源
としての性格を併せ持っている。

上田市上田城跡公園の公園管理区域は18.1haあり、 うち城跡区域が11.9ha、 国指
定史跡11.1ha、 都市計画公園区域15.1haの敷地からなっている。

史跡区域内には三櫓を中心lこ、 文化施設として上田市立博物館・ 山本鼎記念館 ・
市民会館があり、 また体育施設として東庭球コート ・市営プール ・陸連公認ランニ
ングコース ・ ゲートボール場が 散在している。

さらに史跡区域を外れた隣接地には青少年ホーム ・ちびっ こプール ・ 児童遊園地・
陸上競技場 ・相撲場 ・市営球場 ・市民体育館 ・ 弓 道場・ 西庭球コート ・勤労者体育
センター ・市民体育館分室がある。

また史跡区域内には個 人住宅 ・真田神社 ・招魂社および各種の記念碑等があり、
これらの施設は今後の城跡整備の課題である。
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-上 田 城跡 の 指定年 月日 ・位 置 ・面積等
1 .種別 史跡
2 .名 称 上 田城跡
3 .所在地 長 野県上 田 市二の 丸(旧地名 長 野県上 田 市大 字上 回字上 田 )

同 (旧地名 長 野県上 田 市大 字上 田 字旧館〉
同 (旧地名 長 野県上 田 市大 字常磐城字城下 〉

長 野県上 田 市大手 (旧地名 長 野県上 田 市大 字常磐城字城廻〉
4 .指定等種別、 年月日 及 び告示番 号

昭和9 年12 月28 日 史跡 指定 文部省告示 3 12号
5 .指定面積

①史跡 指定 面積 111. 58 6nf 
〈公有地: 9 7， 3 14 nf、 神社地: 7，428 nf、 民 有地: 6，8 44 nf) 

②都市計画 公園 決定面積(昭和 4 0 年11月24 目指定) 151 .0 0 0 nf 
③公園管理面積 18 1 .  OOOnf 

-上 田 城跡 内施設一覧(平成元年 2月1 日 現在)

施設名 所 有 者 備考

l 上田市民会館 上 田 市 昭和38年10月竣工. 鉄筋コンクリート造

2 平和の鐘(時鍾櫓) " 延宝5年(1677)頃丸堀町に建設. 岡和9年現在地に移転
3 上田市立博物館 " 昭和40年6月19日開館. 鉄筋コンクリート造683m'
4 上回鼎記念館 " 昭和37年10月8日竣工. 鉄筋コンクリート造526m' 

5 上田市営庭球場 " 昭和4年建設. 5，965m'. コート6面. 夜間証明有
6 上田市営水泳場 " 昭和29年6月建設. 4，959m'. 50m. 9コース

7 公園管理事務所 " 大正6年建設の伝染病院を利用
8 愛の鐘 " 昭和37年建立

9 上回招魂社 上回招魂社 大正11年本丸跡から現在地に移転

10 ゲート*'-)1]-ト 上田市 1. 680m'. 2面

11 真田神社 真田神社 明 治12年6月設立. 松平・ 上田そして現在真田神社
12 河合土産底 民間人 軽食堂兼住居

園 上 田城跡 内 の 碑及 び胸像一覧(平成元 年2月1 日 現在 )
碑及び胸 像名 建設年月日 建設者

1 花尊し〈歌碑〉 昭34. 6 上田華道協会

2 一吉米熊先生胸像 大5. 2 長野県立小県蚕業高校
3 山極先生之碑 8S16. 5.25 上田郷友会. 医師会等
4 山極先生胸像 昭43. 7.28 長野県医師 会
5 山極先生生誕百年記念石碑 昭43. 7.28 長野県医師会

浅井敬吾先生の碑 不明 不明

7 小島大治郎翁頒徳碑 明32. 5 遺徳顕領会
8 小河滋次郎博士胸像 昭 5

9 贈従五位赤松小二郎君之碑 昭17. 2 上田史談会

10 日露戦争の碑 明42. 3 小県郡義勇会
11 羽田武嗣郎先生の像 昭47. 4 

12 真田父子を偲びて〈句碑〉 昭39. 3. 8 長野県川柳田
13 一松堂内堀君碑 大3. 1 不明
14 第一代上田市長勝俣英吉郎翁造 昭36.11. 3 上田市体育協会

15 成田喜太郎先生彰徳碑 昭11. 11 不明
16 戊辰役上回藩従軍記念碑 明36. 4 " 

17 故渡辺平和君殉職記念碑 大11.11 " 

18 上野尚志碑 明23. 8 " 

19 新聞義徳先生寿蔵碑 大8. 9 H 
20 六川水声句碑 昭29 山政社

21 加舎白雄句碑 大8. 4. 13 " 

ー マ ー



2)城下町の特性

①自然地形を活かした城構え

上田城の大きな特徴は自然地形を利用した城構えをもっていた ことである。
城の最も大きな堀は二の丸北側の百聞堀とその 西続きの蓮堀(現陸上競技場 ・野

球場) だが、 人工的に築いた堀とは別に、 天然の河川も城を要塞化するための堀と
して利用された。 上田城は 尼ヶ淵の崖の上に築かれているが、 尼ヶ淵は千曲川べり
にできた淵であり、 上田城南側は この崖を土塁とし、 尼ヶ淵を堀としている。

また東側から城 下町に流れ込んでいる矢出沢川と蛭沢川は、 紺屋町の東北で合流
し、 北国街 道に沿ってほぼ直線的に東から 西へ流れ、 その後諏訪部の手前高 橋で流
路を直角に変えて南下し、 干曲川に落ちているが、 これは 人工的に手が加えられた
流路であり、 外堀の役割りを果たしていた。

@寺院と神社
一般的に城 下町の周辺には 多くの寺院 や神社が配置されている。 上田城 下も東端

の鍛治町 やそれに続く横町は寺町と呼んでもよいほ ど 多くの社寺が並んでおり、 北
端は後に寺前町と名付けられるほ どで、 こ こにら 多くの社寺が配置された。

寺院は大きな建築 や 多数の墓 石を伴なう ことから、 城 下の最前線陣地の役割りを
負わされていたといわれ、 また地方の豪族との関わりが深い ことから、 旧勢力を排
除しようとする新城主が庇護を理由に城 下周辺に移転させ、 監視したものであると

も見られている。
図城下町の特徴
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③身分制度をあらわす構造

城 下町の構造は身分制度を反映しているといわれる。
上田城 下町も大きな構造としてみれば、 図(仙 石氏時代の 石高をあらわす) にみ

られるように、 城主を象徴する城郭本丸 ・御屋形を中心として、 武家屋敷 ・ 足軽長
屋 ・町屋・社寺が同心円状に並べられていたといえる。

図元禄15年(1702)上田城下絵図写
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3)まちの変遷

現在入手可能なもっとも古い地形図(大正14年〉から現代までの上田市のまちの
変化を概観する。

①大正14年(1/50.000大日本帝国陸地測量部上田・坂城から)

-上田町は面的には現在の都市計画 道路上田駅川原柳線沿 道以 西から、 上田駅大星
線までを中心とし、 そのほか上田城北側ならびに大屋方面に向かう北国街 道、 上
州街 道沿いにまちが形成 されている。
・ 道路は基本的に城 下町時代の形状を踏襲しており、 とくに北国街 道の大屋方面か
らの入口、 上州街 道(沼田街 道) からの入口の鈎の手がはっきり残っている。
・東方を流れる神川から上田のまちまでのゆる やかな 西斜面には水田が広がってい
るほか、 丸子電気 鉄 道が敷設 されている。
-上州街 道北側から新地(現在の 常盤城 ・緑が丘) にかけてと、 上田城南の 干曲川
沿いには桑畑が広がっている。

-}O-



②昭和12年(1/50.000地理調査所上回・坂城から〉

・まちは東側で現在の 文化センター ・合同庁舎まで拡大し、 その聞の 道路網が整備
されているが、 これらは水田地帯を 通る農 道を活かしたものと考えられる。

- 西側では清明小学校周辺、 上田高校周辺でまちの拡大が読み取れる。
-上田駅から二の丸堀を北上し、 呈蓮寺 ・大輪寺の南側を抜けて、 上州街 道沿いに
延びる上田温電北東線が敷設 されている。
- 道路網では、 矢出沢をは さんで北国街 道の北側、 現在の国 道18号の位置に 道路が
新設 されている。
- 干曲川沿いには現在の日本たばこ産業の位置に工場の立地が認められる。

-11-



③昭和27年(1/50，000地理調査所上回・坂城から〉

-小岩門(都市計画 道路中 常田新町線) で 道路形状の改良が認められるほかは、 変
化が見られない。

-12一



④昭和47年(1/25.000国土地理院上回・別所温泉から〉

-国 道18号線、 144号線、 ならびに秋和神畑線の開 通、 上田丸子電 鉄丸子線 ・同鹿
津線の廃止により、 ほぼ現在の市街地の骨格ができあがっている。

-上州街 道入口 ・北国街 道入口の鈎の手は、 その姿を消している。
-専売公社(現日本たば こ産業) 周辺の桑畑では、 工場立地が進んでいるが、 城跡
南部を 通る秋和上堀線は未整備である。
-国 道18号線整備にともなって、 東方向に市街化が進み、 染谷 ・小岩門 ・国分な ど
の周辺集落とほぼ連担する。
・また新地な どの太郎 山 ・東太郎 山のふもとでは、 宅地開発が進んでいる0
.上州街 道北側の水田 ・桑畑は果樹園に変化している。

昭和47年
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まちの変遷概念図 大正H年

昭和12年

昭和47年
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2.現況調査
1 )地形

上田市の市街地は 干曲川の4つの段丘のう 図上回城の立地点
ち第2段丘面に発達している。

上田城の立地点、は第2段丘崖上の断崖をも
って 尼ヶ淵に接している。 しかもその位置は、 岩

白、
第2段丘の中心点にあたり、 また これを囲む 担

第1段丘崖と太郎 山麓線はあたかも 弓のよう
な円弧となっており、 第2段丘崖はその弦に
あたる。 上田城はその弦、 すなわち矢をつがえる所に立地している。

上田城の屋高は12mあり、 火 山屑層が露出している。 火 山岩屑は河床礁に比べ比

上皇?
封，{ j.'I; 

較的堅硬なため、 急崖を 保ちえたといえる。
*火 山岩屑物は 干曲川の上流にある火 山から流 下した泥流によって運ばれたもの
である。 これによって大溶岩塊が運搬され、 城の 西方切割の登口にある獅子岩
もそのひとつである。

図等高線 1/2. 500地形図より作成

戸、d，i

 



2)みどりの分布

図みどりの分布

昭和60年代はじめの航空写真により緑の分布をみると、 図に示すように上田城跡
公圏内に大きな緑の塊が見られるが、 市街地内部にはほとん ど緑が残っていない こ
とがわかる。

とくに 尼ヶ淵の崖線の延長は、 かつては斜面緑地が連なっていたはずであるが、
現在は 道路 やその他の開発によって緑が分断 されてしまっている。

そのほか緑の塊が見られる箇所は、 矢出沢川沿岸、 上田高校、 社寺の境内な どで
ある。

-16-

昭和60年代はじめの航空写真より作成

みどり分布図
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3)土地利用現況

かつての町 人町の中心であった海野町、原町を中心とし、 その後の上田駅の開業
および上田駅と段丘崖上を結ぶ 道路整備に伴ない、 国 道 141号、 県 道小諸 ・上回線
沿 道に商業が集積している。 そのほか市街地北部の国 道18号沿いに沿 道型の商業系
土地利用が見られる。

上田城跡公園の東部には、 公共系土地利用が集積している ことから、 第二次後期
基本計画において、 国 道 1 41号以 西は城跡公園を含めて教育 ・ 文化ゾーンとして位
置づけられている。
城の 西側および南側の 鉄 道を挟んで千曲川までは大規模な工業系土地利用として

利用 されている。

図土地利用現況 図

- ] 7-

参考資料 : 昭和61年都市計画基礎調査

土地利用現況図
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4)用途地域指定状況

市街地部の都市計画 道路のうち、 城跡公園周辺の未整備路線としては、 公園北側
に東 西方向に計画 されている 3・ 5・2諏訪部伊勢山線(計画幅員12m) がある。

用途地域の指定状況は図に示すとおりで、 国 道 1 41号(都市計画 道路 3・4・1上田
駅大星線) を中心とする地区が商業地域、 近隣商業地域に指定 されている。

そのほか段丘より北部では、 城跡公園の 西側(小泉曲輪) および北側(諏訪部伊
勢山線まで) に第二種住 居専用地域があるほかは、 住 居地域指定となっている。
また段丘 下の 尼ヶ淵崖線の全貌を臨み やすい場所は、 準工業地域であり、 線路の

干曲川沿いは工業地域並びに工業専用地域となっている。

図用途地域

-18一
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3.城下町の遺構調査
1 ) 城下町図の重ね合わせ

(参考資料:上 田城下 町復 元 図 ・幕末期 の 地形 /長 野県地名研究所作成 )

現 在の 地形 図 に 幕末期 を 基準と し た 「 上 田城下 町 復 元 図 」を重 ね 合 わせ て み る と 、

次 の よ う な 変化が読み 取れ る 。

①道路網

・城下 町 外周 に 国道18 号線、 国道1 44号線、 都市計画道路秋和上 堀線、 同 秋和 神畑

線な ど の 幹 線道路が整 備さ れ て いる 。

・そ の 内 側は 、 真田 氏時 代およ び仙石 氏時 代と 比較し でも大 きな 変化がな い と さ れ

る 幕末期 の 道路パタ ーンを残 し て いる 。

・し かし 取り 付 け 道路の 新設 に よ る 鈎の 手 の 消滅、 そ の 他 の 道路整 備に よ っ て 、 道

路網に 変化が見 ら れ る ロ

-中 で も大 きな 変化は 、 現 在の 上 田 駅から 北 へ 延 びる 本 市の 中 心商庖街の う ち、 駅

から 北 国街道〈海野町 商庖街)ま で 、 上 州街道以北 は 後世(少な くと も大 正1 4年

以前 〉に 新設 さ れ た こ と で あ る。

-大手 門の 鈎の 手 およ び城下 町北東 部の 北 国街道の 桝型(鈎の 手 )は 当時 の 形状 を

残し て いる 。

②堀、 河川、 水路

・道路の ほと ん ど が消滅し て いな いの に 対し て 、 全 般 的 に 堀・河川・水路の 変化は

著し い。

-本 丸堀の み がほぼ完全 な 形 で 残 っ て い る もの と 考 え ら れ る 。

・尼 ヶ淵 は 完全 に 姿を 消し て いる が 、 そ の 断崖 と 斜面緑 地の 連な り が当時 の 状 態を

残し て い る と 考 え ら れ る 。

-上田城 の 大 き な特徴であ っ た 「 百間堀J í広堀J í捨堀Jは それ ぞ れ 陸上 競技場、

野球場、 専門学校に な っ て い る 。

・二 の 丸堀に は 水 は な いが、 よ く成長 し た ケ ヤキ並木の 気持ちの よ い 散策 路と し て

利用 さ れ て いる 。

・た だ し 二 の 丸堀の 北 端は 完全 に 埋め立て ら れ 、 児童遊園 、 プ ール等 の 施設 に な っ

て し ま っ て おり 、 面 影が失われ て いる 。

-三 の 丸堀も全 く姿を 変え 、 地形 的 な 面 影は 残 っ て いな いロ

・現 在の 上 田 高校敷地に あ っ た 「 御屋形 〈館)J (上 回藩主館跡 〉の 堀 は 、 東 面 及

び北面 の 一 部が現 在も水を た た え 、 当時 の 面 影を 忍ば せ て いる 。

・ま た、 現 在の 清明小学校 「 御作事 ( 中屋 敷 )Jは 、 敷 地西側に堀が あった こ と を

感 じ さ せ る 石 垣が残 っ て いる 。

・矢出沢(矢出沢JlI)、 蛭沢(蛭沢)11)、 小金沢(黄金沢川〉の 流路は 、 ほぼ変化

-21 -



が な いが 、 水量が 少な く、 相当程 度家庭雑排水が 入っ て いる 。

・幕末当時 あ っ た と さ れ る そ の 他 の 水路の う ち 、 ほと ん ど は 消滅し て し ま っ て いる

か、 残っ て いて も暗渠化 さ れ 、 そ の 一 部は 物置等 と し て 民 間が使用し て いる 箇所

もあ る 。

- ま た そ れ ら の 水路は 、 河川と 同 様に 水量が極 めて 少な い。

@社寺
- 城下 町 へ の 西 の おさ え の 向源寺、 芳泉寺、 東 から 北 に かけ て の おさ え の 日 輪寺、

願行 寺~八幡宮は その 位置 に 変化がな いが、 願行 寺は 道路に よ っ て 分断さ れ 、 参

道がな くな っ て いる 。
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図上回城下町復元図〈長野県地名研究所作成〉
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2)城下町の遺構

・残 された 歴史的要素
城 下町の遺構は、 すでに改変、 破壊によって残 されているものが少なく、 面的な

広がりをもつものは認められない。
しかし、 町家などが少ないながら点 々と存在しており、 旧上田町の入口に比 較的

歴史的な面影をもっ建造物が存在する。 具体的には、 木町~柳町付近(現在の中央
四丁目、 上田大神宮の参 道にあたる)、 常田町(現在の 常田二丁目付近、 北国街 道)

、 上房山~川原柳(現在の中央五丁目付近、 上州街 道〉、 坂 下(現在の 常盤城三丁
目〉などに比 較的良好な町家が残 されている( これらは全て、 旧上田町の区域外で
ある)。

武家屋敷は、 一部に屋敷門、 あるいは土塀が残 されているが、 旧態を残している
ものが極めて少ない。 なお、 木町には長屋が存在する。 概して、 上田の武家地には
伝統的な建造物が少ない状態である。
なお、 鍛冶町~横町にかけては、 寺(町)があり、 旧い形態を残している。
これらは、 上田城 下に残 された数少ない歴史を感じ させる要素であり、 まちづく

りの中で大事に活用していく必要がある。

図城下町の遺構の現況 現地踏査による
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3)水路網(現況+公図による推定図)
-城構えの改変

水路、 堀の改変は著しく、 二の丸堀の大部分と三の丸の堀は埋め立てられて、 ほ
とん ど宅地化( 一部は公共施設化) されている。

百間堀、 広堀については、 公図(明治期に作成 され、 昭和47年に整理 されたもの)
によると、 里 道、 水路、 及び農地の区画割が確認 され、 明治期には農地として利用
されていたものと推定できる。
三の丸堀(新参町周辺) は、 公図によりほぼ堀の形が推定できるが、 丸堀町のあ

たり中屋敷の堀は公図からはその位置がうかがえず、 このあたりの堀自体が未完成
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であった可能性が強いといえよう。
堀への水の供給系統が明確でなくなっている。 ただし、 これについてはかなり早

い時代から変化していた可能性もある(二の丸の堀は早くから空堀であったという
記録があり、 また 昭和初期には本丸の堀底で遊ぶ ことができたといわれている) 。
なお戦後、 干曲川から導水 されて以降、 水量は現在の状況となっているが、 堀へ

つながる水の系統はよくわからない。
堀への水の供給系統を推定するためには、 旧公図を参照する ことが最も確 実であ

るが、 本調査では 旧公図を参照できなかった。 そ こで 旧公図を参照して作成 された
および現況の公図を基本とし、 参考的に雨上回 歴史基本地図(長野 県地名研究所)

水排水幹線を参照して水路網図を作成した。
また、 現在は完全に姿を消してしまっている三の丸堀については公図の読み込み

(分筆過程を示す地番、 形状等) から、 その形を推定した。 大手東側の堀は概ね推
定しうると考えられるが、 三の丸堀北側は、 公図からも堀としての形状が読み取れ

この部分はもともと幅員の狭い水路状のものであった ことが推定できる(現在ず、

雄定的水路 長野県地包研究所製作による上回

歴史基本地図の水路と現公図上の水

路そして雨水排水幹線、 ζれ。三樋

の水路が損なるもので、 かつて存在

し現在もあることが確かなもの。 な

お、 不動の河川もこれに含む。

準櫨定的水路:上回歴史基本地図白水路と現公

図上の水路もしくは雨水俳水幹線が

ffiなるもので、 かつて存在したこと

が確かであると思われるも白。 I
梢誠した水路 . 上回歴史革本地図上の水路のみ 4 

で、 消滅したと恩われるもの。

確定的場跡 昔婦があったと推定される所。 公

図もしくは上国際史基本地図より機

定し、 信頼性があるもの。

推定娼跡 :甲植に比べ信頼度がやや劣るもの
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4 ) 二 の丸内の状況

(1) 主要施設 の現状

- 利用状況と 課題

二 の 丸内 の 状況 は 、 北 側が主 と し て 運動施設 と な っ て おり 、 かな り の 程度城の イ

メ ージから 離れ た利用状況 と な っ て い る 。 ま た、 二の 丸の 東側に は市民会館が建て

ら れ 、 景観上 も城 の 雰囲気を 阻害し て い る (駐車場の 存 在の 問題もある 〉。

神社、 招魂社、 ある い は 民閣の 施設 も城 の 中 核的 な 位置に 立地し て おり 、 その 扱

いが 課題と な っ て い る 。

上 田城 は -8民 聞 に 払い 下 げら れ た と いう 経緯を もっ て いる こ と から 、 旧態の 復

元 に 関す る 課題は 多 い が 、 公共施 設 の 区域 に つ い て は 、 可能 な かぎ り 適切な 対策 を

実現 し て いく必要 が あ る 。

-主要施設のリス ト
l真田神社(明12)

2上回招魂社〈大11)

3市営陸上競技場(昭 3)

4市営野E事場(昭3)

5市営テニスコート(悶4)

6平和の鐘〈移転済)

7市営プール〈昭29)

8山本鼎記念館(昭37)

g愛の鏡(昭37)

10市民会館〈阻38)

11市立博物館(昭40)

12児童遊園地(昭41)
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13相撲場(昭54)

14ボクシング場(不明)

15ゲートボールコート(不明〉

16ゲートポールコート(不明〉

17武徳殿〈移転済〉

18公園管理事務所(昭61)

19勤労青少年ホーム(不明〉

20河合土産底〈明 7)

その他

市民体育館〈昭45)

弓道場〈昭53)

勤労者体育センター(昭55)



(2)遺構の発掘調査

・発掘調査の必要性

水路、 堀については、 遺構の正確な調査が必要であり、 旧態への復元の問題は別
としても、 発掘調査により史 実の把握を的確に進めていく必要がある。

また、 本丸、 二の丸遺構の把握だけではなく、 三の丸の堀も含めて主要な遺構に
ついては、 民有地についても調査が行われるよう指導をしていく(発掘調査の計画
へ反映させる) 必要がある。

0平成2年度の発掘調査〈上田市〉

北虎口石垣跡(図: 2) 

守d2d

 





図二の丸の断面(縦横比= 5 : 1) 
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2)尼ヶ淵の景観分析(視覚効果に関して〉

下図は秋和・上堀線の南側歩 道、 及び信越線から櫓が眺望できる範囲と眺望の障
害になっている建築物を示したものである。

…歩道からの眺望

・歩 道からの眺望が良好なのは、 道路前面にまとまった空閑地がある箇所である0
・ 西櫓、 東櫓ともに眺望できる範囲は、 民間駐車場が歩 道北側(その北側、 尼ヶ淵

である。までは市営駐車場) にある 1区間(延長約80m)
- このほか、 東櫓はその東側工場を挟んだ、 やはり民間駐車場が前面にある箇所で
眺望が可能である(延長:約150m) 。
・ このうち、 西半分の範囲では、 奥まっている北櫓も眺望できる。

\ 去三、 ‘・
11 reさ�.:";J

. �.� .-; ':-ィ 、号、 e ・e
γ 、

，〆<<，C<':��:'.�ミ:

Tha 

l耐
o 50 100 200 300m ・・・園田園田園・・・・圃園圃圃園田園・・圃圃圃圃園田園圃圃・園田園圃園田・・

守，2d

 



…鉄道からの眺望

・基本的には歩 道からの眺望と同様、 鉄 道の前面に空閑地がある場合に眺望できる
が、 通過速度が早いために、 「城」を認知できる時間はきわめて短い。
-駅が上田城の東京寄りにあるため、 上田駅から発車直後の長野方面方向の方が、
停車直前の東京方面方向より認知度が高い。 (電車は発車直後の方が停車直前よ
りスピードが遅いため) (なお、 ビデオによる分析のため、 実際の認知度は図よ
りも少ない)

櫓眺望ランク(評価項目 ・①時間②適近③全体か否か)

密密m: A (眺望良好)

E豆Il : B (評価項目①~③白うち2項目に量れるもの〉

Eこ二コ ー c (一部、 一瞬眺望可能)

_ :櫓白眺望に障害となる建築物

o 50 100 200 300m 
・・・圃圃圃・・・・・・・圃固・圃・・・・・圃・・・・・・・・圃回・圃・・・・・E・・・・・・・・・・
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1:Ió!i (m) 
470-

460-
A 

450ー 巴==

440ー

(参考) 整備新幹線からの眺望の検討
新幹線が仮に在来線の位置に整備されると仮定して、 図を作成している。
車窓の視点高さは概ね10m程度と考えられるが、 防音壁(高さ2 m) が整備され

るため、 新幹線からの城の眺望は必ずしも良好なものとは言い難い。

50 100 150 

軒幹鰻(^)一間楠(11)断面関
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1 1 
20日(m)

-470 

-460 

-450 

-44日



(参考)歩 道から良好な眺望を得るための方策の検討
-城を認識させる櫓は、 天守閣と異なり小規模な建築物である(高さがなしづため、
沿 道建物の高さを規制し、 かっ 道路からの後退距離を大きく取らないと、 歩 道か
らの眺望は良好なものにならない。
(仮に沿 道建築物に対して高さ規制を図るとしても、 道路からのセットパック距

離を相当程度とらないと、 規制効果が得られない)
-図は、 沿 道建物の高さ規制を仮に7m ・10mとした場合、 石垣 下部 ・上部 ・櫓上
部を可視するには、 どの程度セットパックすればよいのかをスタディしたもので
ある。
-歩 道北側から石垣上部(櫓 下部)を見るためには、 7m規制の場合は官民境界か
ら約36mの後退、 10m規制の場合は約4 2mの後退が必要である。

図尼ヶ淵からの景観
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E . Cポイントからの西櫓(A)の眺望 (A- E断面〉

僚Î:]i (m) 

4 7 0一一 A 

t\ 6 0-

4 5 0一一

4 4 0 

5 0 100m 

国柄拘E-A断面

E . Dポイントからの南櫓(8)の眺望 (8- E断面〉

l君l:'� (m) 
4 7 0 

'1 G 0-一

<1 5 0 

'1 -1 0-

表・セットパック距離
櫓上 部|石垣上部|石垣下部

怯道北17m規制 15. 3 25. 3 36. 5 
(C) 110m規制125.3 141.6 159.7 

惨道南 17m規制 1 3.8 1 15.3 1 28.2 
( E) 110m規制115.3 134.9 155.9 
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3)主要な通りの景観分析

歴史的に古い 道、 現在の主要な 道路を図のように67路線選定し、 道路の使用状態
(主観的な交 通量、 人 通り等) 、 沿 道土地利用、 ビスタ等の景観現況調査を行なっ
fこ。

こ こでは、 A.ごたごた感、 B.個性、 c.山がビスタとして眺望できる、 D.み ど
りが感じられる、 の4点について各 道路の評価を行なった。

図通り景観調査対象路線

也生三竺E
Cコ 一一一一一一一 亡コ ーー一一一一一
仁コ 一一ー一一一一 亡コ 一一一一一
Eコーー一一一一_ Cコ 一一一一一一
Eコ一一一一一一 仁コ 一一一一一一
亡コ ー一一ー一一_ Cコ 一一一一一ー一
亡コ ー一一一一一
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5.歴史的環境整備およびまちづくりの課題
一一城 下町らしさを感じるまちづくり一一

①大きな城構えを意識できるまちづくり

上田城は、 自然地形を巧みに活かした城であり、 この ことは上田城の大きな特徴
である。 まちの大きな構造として見れば、 北方の太郎山 ・ 虚空蔵山・東太郎山、 北
東の湯の丸高原の山々と千曲川に囲みをおき、 さらに城 下町そのちのは 尼ヶ淵と矢
出沢川、 東から北にかけてのおさえとしての寺群で城構えをなしていた。

この特徴を活かし、 城 下町全体が大きな域構えである ことを意識できるまちづく
りを展開していく必要がある。

特に 尼ヶ淵は城としても極めて重要な要素であり、 これ以上、 コンクリートに覆
われて自然要 害の面影が失われないようにする ことが大切である。 また、 尼ヶ淵の
下は唯一上回城の全容を認識できるポイントであり、 この場所の景観には十分な配
慮と城にふさわしい場の整備が必要である。
また、 前述の要素のうち矢出沢川は水量もある程度あり、 橋からの眺望も良好で

ある ことから、 市民にとっても、 来外者にとっても親しみのある川として、 現代生
活の中において再評価したい川である。 同様に、 北向きの 道路からは太郎山等の山
々が眺望でき、 上回らしさとしてその景観を大切にする必要がある。

②残っている歴史的要素を大切にする

前出の 尼ヶ淵同様、 現在残っている要素は極力保全する必要がある。
中でも、 通りとして 歴史性を感じさせる木町~柳町付近、 常国町、 上房山~川原

柳、 坂 下な どは、 居住者の協力を得て、 保全に努める必要がある。
そのほか、 散在的な分布になってしまった遺構(単体) をつなぐルートを設定す

る ことによって、 城 下町らしい雰囲気を創出する必要がある。

③城へのアプローチを大切にする

現在、 城へのアプローチルートは計画的配慮に欠ける面があるが、 旧城 下町全体
の構造の中で、 上回城を明確に位置づけ、 動線計画とともに城への入口にふさわし
い整備形態にする必要がある。
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園整備の基本方針





1.城跡整備の目標と方向づItの検討

1 ) 上回 城 の位置づげ

( 1 ) 城 の位置

上 田城 は 、 歴史 的 に は 千曲川〈尼 ヶ淵 )の 段丘の 上 と いう 位置を 占めて い たが、

その 後、 上 田 駅(信越本 線〉の 設 置 、 あ る いは 千曲川の 低地部の 市街化に よ っ て 、

町 に おけ る 城 の 位置が変化し た 。

駅の 位置 は 旧追手 の 南 、 千曲川河川敷に 立地し たため、 構造的 変化は 大 き くな い

が、 商業 機能 の 展開 、 あ る い は 新 設道 路と の 関 係から 、 大 き な 形 態的 変化がもた ら

さ れ た 。 こ の 中で も、 と くに 城 、 城下 町 へ の ア プ ロ ーチル ート が変化し た こ と がポ

イ ント と な っ て い る 。

(2 )道路ネ ッ ト ワ ー ク と の関係

こ れ に は 、 道路網の 変化が大 き く関 わっ て いる 。 す な わち、 明治期 ま で は 千曲川

の 低地部は (低湿地と し て )土 地利用 、 道路の 位置づ け がな く、 道路網は 段丘台地

上 部に 限ら れ て い たと いっ て よ い 。

こ れに 対し て 、 鉄道の 開通以降、 さ ら に は 都市計画の 展開 に 伴な っ て 、 段丘の 上

下 をつな ぐ道 路が必要 と な り 、 こ の こ と が都市の あ り 方、 さ ら に は 城 白位置 を変化

さ せ る 要 因 と な っ て き た 。 現 在の 道 路網は 、 市街地を囲む形の バイ パス 、 さ ら に は

よ り 広域的な 計画の 影響を受 け て 、 かな り 歴史 的 な 形 態と は 異な っ て き て い る 。 計

画的 に は 旧街道の ル ートは 、 徐 に々 ウエイ ト を低くし つ つあ る が、 現実的 に は こ れ

ら が現 在で も市街地に おけ る 重要 な ル ート で あ る 。

( 3 )河川と の関係 な ど

上 田 城 の 環境から は 、 水の 要素 が失われ た こ と が一 つ の ポイ ント と な っ て い る 。

千曲川を 含 めて 河川と の つな がり を 意識 し た まちづ くり が必要 で あ る 。

千曲 川を 除く河川に つい て は 、 往時 の 姿に 近 い 状態と 考 え ら れ る が、 一部の 区間

で は 利用 形 態が大 き く変化し て いる な ど の 問題を 含 めて 、 歴史 的 環境と し て ふさ わ

し い形 態を 再生す る 必要 があ る 。
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図明治初頭の道路網と現在@道路網
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(4)域 の位置づ貯 と整備課題

こ の よ う な 市街地構造 の 変化、 さ ら に は 北 の 山 や々干曲川の 大 き な 自 然 の 構 造 を

考 慮し 、 上田 城 の 市街地に おけ る 位置づ け を 検討す る 必要 があ る 。

そ の ポイ ントと し て 、

・・かつて は 千曲川の 河岸段丘縁の 要 衝に あ っ た 城 が、 現 在で は 市街地の 西側 へ の

拡大 に よ り 、 市街地に 取り 込 ま れ て き つ つ あ る こ と 。

・・こ の よ う な 市街化動向に 伴な い、 次 第に 緑 地やオープ ンス ペース が減少し つ つ

あ り 、 城 がこ れ ま で以上 に 貴重な 空 間 と な り つ つ あ る こ と 。

…市の 玄関 口 で あ る 上田 駅に 近く、 ま た 主要 道路から 円滑な 連絡 を 確保 で き る 位

置に あ る こ と 。

…上 田 市の 市街地展開 の 中 で 、 千曲川沿 いの 低地部 の 工業立地地区が、 将来大き

な 役割を 果た す 可能 性があ り 、 上田城 がこ れ に 近接し て いる こと 。

・・山 地と 河川の 聞に 広がる 市街地 と 農村集落 の 構造 に おいて 、 河岸段丘上と いう

地形 的 変化点で あ り 、 土 地利 用 的 な 変化点を 占めて いる こ と 。

等 があ げら れ る 。

以上 の よ う に 、 上 田城 は 市街地構造上 の 、 ま た 環境面 、 土 地利 用 面 の 変化点と し

て 、 今 後と も市街地展開 の 要 に あ る と いえ よ う 。

と くに 、 千曲川と の つ な がり を イ メ ージさ せ る た めに 、 工業 地区 の 土地利 用 転換

の 可能 性を と ら え て 、 城 を 中 心と し た新 た な 都市構造形成 を 意識 し て おくこ と も重

要 で あ る 。

図都市構造 と 上田 城
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上田城の課題と整備 の テ ーマ
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(5 )整備 の テ ーマ

城 の 整 備の 方 向に ついて は 、 「 過去 から 未 来 へ と 歴史 を 継承 し て いく場」 と と も

に 、 上田 市に おけ る 「 貴重な 市街地 展開 の 要 」 と い う 点を考慮 し 、 城 の 利 用 、 景観

形成 と と もに 、 城 を 中 心と し た大 き な 都市づ く り へ の 展開 を 意識 す る 必要 があ る 。

城跡整 備の テ ーマ と し て は 、 次 の よ う な 3 つの 方 向が考え ら れ る 。
A 歴史 の学 びの場 に 着 目 し た テ ーマ

| 上田 市の 歴史 シ ン 山間 の 形成 |
… 遺 構 の 完全 な 復元 を めざ し 、 史 実に 忠実 な 「 場」 を 再現 し つつ、 文 化

(教育 )的 な 利 用 を 主体と す る 方 向

… 城跡 に ふさ わし くな い施設 の 移転 と 城跡 に ふさ わし い場の 形成
B 憩 い と集 い の場 に 着 目 し た テ ーマ

| 上 田 市の ゆ と り の空間 の形成

… 主たる 遺構 と そ の 基盤形 態(フ ォ ーメ ーシ ョ ン)を 復 元 し 、 城構 え を 整

え つつ、 これ に な じ む余暇利用 を 主体と す る 方向

… 施設型 で な い利 用 形 態
C 観光と余暇 の場 に着 目 し た テ ーマ

| 上田 市の 名所空間の 形成

… 遺構 の 復 元 の考え 方 は B と 同様 で あ る が、 観 光を 意識 し た修景整 備を 付
加 し て いく方 向

… 特色 あ る 水面 、 花木 や 城 に 適合 す る 施設 を 配 置

上田城 の 現状 は C に 近 い状 態だ が、 この 点を 全 て 否定す る こと は 現 実的 で は な い

と 考え ら れ る 。 ま た 、 A が最 も 理想 的 な 姿に 近 いと いえ る が 、 C から A に し て いく

ために は 相 当の 長 期 間 を 要 す る こと も事実で あ り 、 ま たそ の ための 学術 的 調査 な ど

の準備が前 もっ て 必要 で あ る 。

し たがっ て 、 上田城 の 整 備に あ たっ て は 、 そ れ ぞ れ の テ ーマ の 良 い点を 取り 入 れ

つつ、 C → B → A と いう 段 階 的 整 備の 流れ の 中 で 、 長 期 的 に 史 実に 忠 実な 域 の 復 元

を 実現 し て いくこと と す る 。

短期 的 に は 本 丸の 整 備、 及 び一 部の 城 の 入 口 (虎 口 ) の 整 備に 重点を お き 、 新幹

線の 開通 に 合 せ て 、 上回の シ ンボ ル と し て の 城 の イ メ ージ づ くり を 図 る こと と す る 。

中 期 的 目 標 と し て は 、 城 に ふさ わし くな い施設利 用 を排除 し てオープ ンス ペース

を 主体 と し た城跡 と し 、 発掘調査 の進 展に 対応 し て 、 可能 な 部分から 、 遺構 の 復 元

を 図 る こと と す る 。

長 期 的 に は 、 二の 丸堀(百 間 堀、 広 堀を 含 め〉内 に おいて 、 史 実に 忠 実な 城跡 の

復 元 を 実現 し て いく。
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2 ) 城跡 と し て ふ さ わ し い整備、 利用 の あ り 方

(1) 城跡整備 の 目 標

以上 を ふま え て 、 上 田城跡整 備基本計 画の 目 標 を 以 下 に 設定す る 。

0 上 回ら し い風景 を もっ 城 と 城 を 感 じ る ま ちづ くりを 進 める

O 城 跡 は 、 上 田 の 歴史 を 継承 し 体験 で きる 場と し て 整 備す る

O 市民に 親 し ま れ る 、 緑 と 水の 憩 いの 城跡 と し て 整 備す る
0 上 田 市に と っ て の 名 所、 観 光の 拠 点と し て 整 備す る

その 要 点は 以下 の と おりで あ る 。

- 上 回城 の 環境、 景観 を 歴史 的 事 実に 忠 実で あ り、 かっ歴史的 環境と し て ふ さ わ し

い姿に 復 元 的 に 整 備す る 。

- 上 田城跡 の 歴史 的 事 実が十 分に 把握 さ れ て いな い部分があ る た め、 常 に 史実等 と

の 整 合 性を 図 り 、 計 画の 見 直 し を必要 に 応 じ て 行 う 。

- 二 の 丸 を 中 心と し た 城構 え の 保 存 、 復 元 と と もに 、 城下 町 の 範 囲 を と ら え た 、 大

きな ま ちづ くり の 展 開 を 意識 し た 計 画と す る 。

・これ ら を 進 める 上 で前提 と な る 、 城跡 と し て ふさ わし くな い諸施設 の 移転計 画 等

を 具 体化す る 。

- 以上 の 考 え 方に し た がっ て 、 城 跡 、 城下 町 の 整備 に ついて 、 市民の 合意形成 を図

る と と もに 、 適切な 役割分担 (公共事業 の 推進 と 民間 へ の 衆知 、 協力 要請 )に

よ り 、 整 備を 進 める 。

城跡 (公園 )の 具 体 的 な 整備形 態と し て は 、 民間施 設 、 城 に ふ さ わし くな い施設

等 を 移転 し 、 歴史文化機能 と オープ ンス ペース を 主体 に し た 緑 の 空 間 と す る 。 ま た 、

城 へ の 動 線計 画を 考慮 し 、 適切な 入 口 の 整 備 を 進 める 。

ま た 、 二 の 丸内 は 現 在の 史跡指定 地の 範 囲 に と ど ま ら ず 、 城構 え の 復 元 を 図 る 整

備を 進 め、 必要 に 応 じ て 、 かっ 調査等 の 結 果を ふま え て 、 適切な 時期 に 、 史跡指定

地の 拡大 を 検討す る もの と す る 。

(2)城下町 〈二の丸区域の外〉 の ま ち づ く り

二 の 丸 堀の 周 囲 の 三 の 丸 の 区域 に は 、 建造 物等 は ほと ん ど 消失 し て いる が、 上 回

城 を 構成す る 重要 な 遺構 が存在 し て おり 、 公共施設 と し て の 利 用 がな さ れ て い る も

の が多 い。 三 の 丸 内 の 公共施設 に ついて は 、 と くに 城 へ の ア プ ロ ーチル ート 沿 道に

おいて 、 城下 町 に ふさ わし い景観整 備等 を 積極 的 に 進 める もの と す る 。

ま た 、 城 跡 と 城下 町 が一体と な っ て 、 上 田 の 歴史 性を 強調し て いくよ う 、 城下 町
の 主要 な 遺構 、 川・ 水路な ど を 活用 し 、 こ れ ら を むす ぷ ネ ッ ト ワ ーク づ くりに よ っ

て 、 「 城 を 感 じ さ せ る ま ち」を つ くる 「 歴史 の 散歩 道」整備 の 全体構想 を 作成す る 。
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2 . 城跡整備の基本方針

以上 を ふ ま え て 、 上 田城跡整備 の 基本方針 を 以下 の よ う に 設定 す る 。

1 ) 基本 目 標

上 回城 跡 ( 公 園 〉 は 、 市民 の 憩 い の 場 で あ り 、 か っ 上 田市 に と っ て 貴重 な 観光 の

場 で あ る 。 こ れ ま で 昭和 9 年 の 史 跡 指 定 を う け 、 そ の 整 備 を 実施 し て き た 。 ま た 昭

和 6 1 年 に は 、 上 田城 跡 公 園 整 備 方 針 を 策定 し 、 こ れ に も と づ い て 、 測量 の 実 施 、 あ

る い は 一 部 の 整 備 を 進 め て き た 。

近年 の 上 田城 の 復 元 に 対 す る 市民意識 の 高 ま り 等 を 考慮 し 、 あ ら た め て 史 跡 と し

て の 域 の 保 存 に 配慮、 し 、 指 定 区域及 び そ の 周 辺 地域 を 含 め て 、 長期 的 か っ 理想 的 な

城跡整備 の 方針 を 策 定 し 、 こ れ に 沿 っ て 整 備 を 進 め て い く も の で あ る 。

上 田城 跡 の 整 備 は 、

1 . 上 田市 の 歴 史 を 継 承 す る 、 史 実 に そ っ た シ ン ボ ル の 整備

2 . 上 田 市民 の 憩 い の 場 と し て の ゆ と り の 場 の 整 備

3 . 上 田市 の 名 所 と し て の 整 備

と い う 3 つ の 目 標 を ふ ま え 、 こ れ ら を 調和 を 図 り 、 究 極 的 に 史 実 に 忠実 な 城 の 復 元

を 行 っ て い く も の と す る 。

こ の よ う な 目 標 の 実現 の た め に 、 以下 の よ う な 方針 に そ っ て 、 上 田 城跡 の 整 備 を

史 実 に 基 づ き 、 計 画 的 に 進 め る も の と す る 。

2 ) 基本方針

( 1 ) 計画的 な 発掘調査

上 回城 の 学 術 的 解 明 、 あ る い は 遺構 等 の 確 認 は 、 城 跡整 備 の 実 施 の 前提 と な る も

の で あ り 、 計 画 的 な 発掘 調 査 を 実 施 し 、 こ の 成果 を ふ ま え て 城跡全体 の 整備計 画 を

作成 す る も の と す る 。

(2 ) 史実 に忠実 な 史跡指定の検討と用地取得

発掘調査 を ふ ま え 、 施設移転計 画 の 具 体 化 に 合 せ て 、 史 跡指 定 の 拡 大 を 検 討 す る 。

ま た 、 史 跡 指 定 地 内 の 民有地 に つ い て 、 そ の 取得 を 進 め る 。

(3 ) 城 に ふ さ わ し く な い 施設 の 移転

現在 、 二 の 丸 内 に 存在 す る 施設 に つ い て は 、 城 に ふ さ わ し く な い 施 設 の 移 転 を 計

画 的 に 実施 す る 。

こ れ に つ い て は 、 該 当 す る 各施設 の 移 転用 地 の 確保 及 び移転方策 の 具 体 的 検 討 を

図 る 必要 が あ る た め 、 長 期 的 な プ ロ グ ラ ム に も と づ い て 実施 す る も の と す る 。

な お 、 施設 の 性格 か ら 史 跡 内 に 存 置 す る こ と が適 切 で あ る と 考 え ら れ る 施設 に つ

い て は 、 修景等 の 配慮 を 行 い 、 城 に ふ さ わ し い 景 観 を 保 つ も の と す る 。
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①移転対象 と す る 施設

7 . 本 丸 内 民 家 、 上 田市民会 館 等 の 建造物 に つ い て は 、 適 切 な 移転候補地 を 選 定 し 、

計 画 に も と づ い て 移転 を 進 め る 。

イ . プ ー ル 、 陸上競技場等 の 体育施設等 に つ い て は 、 総 合 運 動 公 園 等 の 具体 化 に 伴 な

っ て 、 移 転 を 具体 化 す る 。

ハ . 碑 ・ 像 に つ い て は 、 景観等 に 配慮 し な が ら 適切 な 位 置 に 移 転 、 再整備 を 行 う 。

ニ . 駐車 場 は 、 市民会館 の 移 転 に 合 せ て 、 史 跡 隣接 地 に 確保 す る 計 画 と す る 。

② そ の 他

7 . 神 社等 に つ い て は 、 移 転方 策 を 検 討 す る 。

イ . 博物館 に つ い て は 、 発 掘 成 果 の 周 知 、 保 管 の た め の 機能 を も つ こ と か ら 現在 の 位

置 に 存 置 す る こ と と し 、 そ の 修 景 等 を 実施 す る 。

(() 二の丸内 の遺構、 建物、 史跡環境 の整備

二 の 丸 内 は 、 基 本 的 に 史 実 を ふ ま え て 城 に ふ さ わ し い 環境 と し て 整備 す る 。 こ れ

に つ い て は 、 施 設 の 移転 の 具体 化 、 発掘調査等 を ふ ま え て 段階 的 に 整備 す る 。

①堀、 土塁等 の整備

堀 に つ い て は 、 水質 の 汚濁 の 問 題 、 水枯 れ の 問 題 が あ り 、 土 塁 の 破損 や 城 の 景観

と し て ふ さ わ し く な い 状 況 で あ り 、 し ゅ ん せ つ を 実施 す る と と も に 、 土 塁 の 整 備 を

行 う 。

②本丸 の整備

民家 の 移転 を 早急 に 実現 し 、 城 に ふ さ わ し い 形 態 に 整備 す る 。

③櫓門等 の整備

現在三 つ の 櫓 が整備 さ れ て い る が 、 本丸入 口 の 櫓 門 を 始 め 、 七 つ 櫓 の 復 元 を 行 う 。

こ れ に つ い て は 、 古 図 及 び発掘調査 の 成 果 を ふ ま え て 、 史 実 に 忠実 に 復 元 す る D

@城の各虎 口 の整備

城 の 虎 口 は 、 そ の 改 変 が著 し く 、 城 の 整備 の 大 き な 課 題 で あ り 、 発掘調 査 に も と

づ い て 、 正 確 な 復 元 を 行 う 。

⑤尼 ヶ 淵 の 崩落防止対策

尼 ヶ 淵 は 西櫓 ~ 南櫓 に お い て 、 崩 落 が 進 ん で お り 、 史 跡 保 護 の 観点、 か ら 、 城 跡 内

の 排水工事等 を 実施 す る と と も に 、 崩 落 の 防止 工 事 を 行 う 必要 が あ る 。

工 法 に つ い て は 、 過去実施 さ れ た 工 法 に 従 う と す る こ と が適切 と 考 え ら れ る が 、

今後 さ ら に 崩 落 防止 工 事 の 技 術 的 検 討 を 進 め 、 崩 落 の 進 行状況 に 対 応 し て 実施 す る 。

⑥二の丸内の環境整備

二 の 丸 内 に つ い て は 、 市民 の 憩 い の 場 と し て の 整 備 を 基 本 に 自 動車 の 進 入 を 排 除

し 、 城 に ふ さ わ し い 樹 木 、 広 場 、 庭 園 、 散策道等 の 整 備 を 行 う 。 と く に 、 各 虎 口 に

隣 接 す る 区 域 は 、 城跡 公 園 の 顔 と し て 適 切 な 整 備 を 実施 す る 。 ま た 、 域 内 の 架 空 線

は 、 地 下埋 設 化 を 図 る 。

植栽 に つ い て は 、 原 則 と し て 城 に ふ さ わ し い 和種 に よ る 構成 に 徐 々 に 変更 し て い
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く が 、 良 好 な 景観 を 構成 し て い る も の に つ い て は 、 こ れ を 維持 ・ 管理 し て い く も の

と す る 。

散策道 に つ い て は 、 う る お い の あ る 空 間 、 市民 の 利 用 形 態 、 各 虎 口 と の 関 係 を ふ

ま え 、 多 目 的 に 利 用 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク と し て 再整 備 す る 。

(5) 周 辺地 区 の 景観整備等

①尼 ヶ 調下 の整備

櫓 の 下 、 尼 ヶ 淵 の 南側 の 区域 は 、 城 の 眺望 を 確保 す る 上 で 重要 な 位 置 に あ る 。 一

部 は 市有地 と し て 駐車場 に 利用 さ れ て い る が 、 さ ら に 民有地 の 取得 を 検討 し 、 広場 、

眺望 の 確保 等 を 実現 す る 方策 を ふ ま え た 整備 の 具体 化 を 検討 す る 。

②尼 ヶ 淵南側 の景観誘導

新 幹 線 の 整備 と と も に 、 城 、 櫓 の 景観 を 確保 す る こ と が 、 上 田 市 の 将 来 に と っ て

極 め て 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 尼 ヶ 淵 と 信越本線 の 問 に つ い て は 、 建築物 の 高度 、

形 態 、 色彩等 に つ い て 適 切 な 規制 ・ 誘導手法 を 選 定 し 、 地域住民 の 理解 を 得 て 実現

す る よ う 努 力 す る 。

③周辺 を 含 め た散策道の整備

城跡 と 城下 町 を つ な ぎ 、 歴 史 的 環境 に ふ さ わ し い 市街 地 と し て 整備 す る た め 、 市

民 が気軽 に 散 策 で き 、 観光 客 の 史 跡巡 り の ル ー ト と も な る 「 歴 史 の 散歩 道 J の 整備

を 検 討 す る 。 こ れ に つ い て は 、 す で に 昭和 6 3 年度 か ら 整 備 に 着手 し て い る と こ ろ で

あ る が 、 今 後 城下 町 全 体 の ネ ッ ト ワ ー ク 形成 を 図 る 方 向 で 検 討 を 進 め る 。

ま た 、 散策道周 辺 に つ い て は 、 民 間 の 協 力 を 得 て 、 街 角 の 広場整備等 を 実現 す る

よ う 働 き か け る も の と す る 。

@ そ の 他

上 田市 の 公共施設 を 始 め 、 学校等 の 公 的 施設 に つ い て は 、 城 下 町 の 環境形 成 の た

め 、 塀 や 門 、 堀 の 遺構 な ど に つ い て 、 歴史 的 な 要素 を 取 り 入 れ た 整 備 を 検討 す る 。

尼 ヶ 淵 に つ な が る 崖線 の 緑 に つ い て は 、 そ の 保 全 と と も に 、 眺望 の 確 保等 を 図 る

た め 、 今 後 地 権者 の 協 力 を 得 る よ う 努 め る も の と す る 。

ま た 、 三 の 丸 内 の 主要 な 遺構 が存 す る と 考 え ら れ る 箇所 に つ い て は 、 今 後 埋 蔵 物

調 査 等 に よ る 遺構 の 確認 に 努 め る も の と す る 。
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図 城跡整備 の 基本計画





1 .発掘調査の位置づ砂

1 ) 整備の前提 と な る 発掘調査

遺 構 の 残 存 状 況 と 問 題 点 の 把握 に あ た っ て は 、 発掘 調 査 に よ る 正確 な 史 実 の 把 握

が 不 可 欠 で あ る 。 し か し 、 上 田 城 の 場 合 は こ れ ま で ほ と ん ど そ の の 実績 が な く 、 平

成 2 年度 に 着 手 さ れ た ば か り で あ る 。

し た が っ て 、 城跡 の 整 備 に 先行 し て 歴 史 的 事 実 を 解 明 す る た め 、 発掘計 画 を 整備

に 先行 し て 位 置 づ け 、 史 跡 の 形 態 を 正確 に 把握 し て い く も の と す る 。

整備計 画 に つ い て も 、 史 実 に 応 じ て 適切 に 見 直 し て い く と い う 考 え 方 を 重 視 し 、

整 備 の プ ロ グ ラ ム に 先行 し た 、 し っ か り と し た 発掘 調 査 計 画 を 策定 す る 。

2 ) そ の 他遺構 の調査方針 〈 公共施設、 民間開発 ・ 建築 に 関す る 指導〉

三 の 丸遺 構 な ど 、 現在 公共施設 ( 学校 な ど ) 、 あ る い は 民有地 と な っ て い る 部分

に つ い て も 、 建 築 の 建替 え 時 な ど に 、 発掘調査 を 行 う よ う 指 導 に 努 め る も の と す る 。

公 共 施設 お よ び復元等 の 可能性 が少 な い と 考 え ら れ る 民有地 に つ い て も 、 重 要 な

部分 に つ い て は 、 部 分 的 な 遺構 の 復 元等 を 要請 す る 。

3 ) 発掘調査 の手順

発掘調査 に つ い て は 、 本 丸 、 二 の 丸 の 順 に 進 め る も の と し 、 上 田域 の 構 え の 確認

を 進 め る こ と と も に 、 遺 構 等 の 整 備 計 画 と 整 合 し た 発 掘 調査 の プ ロ グ ラ ム と す る 。

二 の 丸 の 発 掘本 丸 の 発掘

の

丸

内一一一 - 一一一一 - 一一一←・ 竺竺ア ーl
の

遺

構

各

虎

口

周一 - →-.-1 辺

虎

口

他
本一一 一一i
丸

内

同〕

-63 -



2.歴史的環境保全のための整備計画

1 ) 二 の 丸 内 の 復元的整備

二 の 丸 内 に つ い て は 、 原 則 と し て 史 実 に そ っ た 復 元 が 行 わ れ る こ と が望 ま し い 。

た だ し 、 復 元 に は 相 当 長 期 の 期 聞 が必要 で あ る と 考 え ら れ 、 短 期 的 に 具 体 化 す る こ

と に こ だ わ ら ず 、 し っ か り と し た 方針 の 確立 を 行 い 、 こ の 方針 に も と づ い て 、 復 元

に 際 し て の 条件 が充 足 さ れ た 部 分 か ら 、 整 備 を 具体 化 し て い く と い う 考 え 方 に 立 つ

こ と が重要 で あ る 。

復 元 的 整 備 に あ た っ て は 、 城 に ふ さ わ し く な い 施 設 の 移転 な ど を 進 め る と と も に 、

歴 史 を 継承 し 体験 で き る 場 と し て の 整 備 を 実現 す る こ と を 究 極 の 目 的 と し 、 か っ 、

現代 に お け る 城跡 の 空 間 を 市民が有効 に 利 用 で き る 場 と す る こ と も 重視 し て 進 め る

も の と す る 。

そ の た め の ポ イ ン ト と し て 、 以下 の よ う な こ と が あ げ ら れ る 。

( 1 ) 本丸の整備 七 つ 櫓 の 復 元 、 櫓 門 の 復 元 、 土塁 の 整 備 、 本丸堀 の 整 備

(2) 主要 な 入 口 の整備 東追手 ( 東虎 口 ) 、 西追手 ( 西虎 口 〉 、 北追 煮北虎 口 ) の 入 口

の 復 元

(3) 掘 の 復元 二 白 丸 堀 、 百 間 堀 、 広 掘 、 空 堀 、 二 の 丸土 塁 の 復 元 、 整 備

( た だ し 、 東 側 の 二 の 丸堀 は ケ ヤ キ の 散歩 道 の 現状 維 持 が適切

で あ ろ う 〉

(4，) 二 の丸内施設の移転及び城域の整備

… 移転対象施設

民家 〈 本 丸 内民有施設〉

上 田市民会館 、 山 本鼎記念館 、 勤労青少年 ホ ー ム 、 遊 園 地 、 公園管理事務所 、

碑 ・ 像 、 体育施設 〈 プ ー ル 、 テ ニ ス コ ー ト 、 野球 場 、 陸上競技場 、 他 〉 、 駐

車場

… 神社等 の 移転 方策 の 検討

真田 神社 、 上回招 魂社

… 存 置 す る 施設

上 田市立博物館

小泉 曲 輪 内 の 施設 は 、 施設移転 の 計 画 に あ わ せ 扱 い を 検討す る
. ・ ・ 西 側民有地用地取得

(5 ) 指定区域の検討

現在 の 史跡指定地 は 、 城構 え を 正確 に 反 映 し た も の で は な い た め 、 今後 の 理想 的

形態 と し て 、 史跡指定地 の 拡大 を 検 討 す る 。 史 跡 の 拡大 に 際 し て は 、 既 に 述 べ た よ

う に 、 発掘調査 を 先行 さ せ 、 正確 な 曲 輪取 り を 復 元 で き る よ う 努 め る も の と す る 。

{的 保存管理計画 @策定

以上 の 点 を 明確 に し た 、 保存管理計 画 を 早 急 に 策定 す る 。
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2 ) 尼 ヶ 淵 の整備及 び崖線 の 緑 の 保全

尼 ヶ 淵 と こ れ に 連 な る 崖線 は 、 上 田城 の 城構 え に と っ て 重要 で あ る が 、 こ れ ま で

は や や 軽 視 さ れ て き た き ら い が否 め な い 。 と く に 、 史 跡 指 定 地 以 外 で の 崖 線 の 連続

性 と い う 点 に つ い て も 、 今 後 積 極 的 に 対応 し て い く も の と す る 。

(1 ) 尼 ヶ 澗 の 崩 落 防止対策

崩 落 の 原 因 の 調査 と 対 応策 、 整 備 イ メ ー ジ の 検 討 を さ ら に 進 め 、 史 跡 の 破壊 に つ

な が ら な い 工 法 を 選定 し 、 必要 に 応 じ て そ の 実施 を 行 う 。

(2 ) 尼 ヶ 淵下 の整備

南側 ( 道 路 、 鉄道 、 新 幹 線 ) か ら の 景 観 に 配慮 し た 整備形 態 を 検 討 し 、 広 場 整 備

の 検 討 を 行 う も の と す る 。

( 3) 崖線の緑 の 保全

上 田城 の 城構 え の 特徴 で あ り 、 ま ち づ く り の 中 で も 重 要 な 要素 で あ る 段 丘崖 の 緑

が 失 わ れ つ つ あ り 、 こ れ以 上 の 緑 の 喪 失 は 上 田域 の 特 性 を 保 つ 上 で 好 ま し く な い 。

現在残 さ れ て い る 樹 木 の 保 全 が必要 で あ り 、 ま た 崖 の 防 災 工 事 に つ い て も 緑 の 確 保

に 配慮 し た 形態 を と る ( と く に 、 車坂 ~ 小 泉 曲 輪 西面 の 範 囲 〉 。

({) 崖線沿い の 景観形成 ・ 誘導

尼 ヶ 淵沿 い の 旧干 曲 川 河川 敷 に あ た る 区 域 は 、 城 の 景 観 を 確 保 す る た め の 重要 な

ゾ ー ン で あ り 、 す で に 一部 に 中 高層 の 建築物が立 地 し 、 城 を 見 え に く く し て い る 。

今後 は 、 櫓 、 あ る い は 崖 線 の 緑 な ど 、 城 の 景 観 を 確 保 す る こ と に つ い て 、 市民 の

合意形成 を 図 り 、 高度規制 、 風致地 区 指 定 な ど の 法規制等 に 関 す る 民 間 の 協 力 、 あ

る い は 公共 に よ る 用 地取得 と 広 場 整 備 な ど を 検 討 す る 。
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図 城跡公圏内の施設
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2 ) 尼 ヶ 澗の整備及 び崖線 の 緑 の 保全

尼 ヶ 淵 と こ れ に 連 な る 崖 線 は 、 上 田城 の 城構 え に と っ て 重要 で あ る が 、 こ れ ま で

は や や 軽 視 さ れ て き た き ら い が否 め な い 。 と く に 、 史 跡 指 定地以外 で の 崖 線 の 連続

性 と い う 点 に つ い て も 、 今 後 積極 的 に 対応 し て い く も の と す る 。

(1 ) 尼 ヶ 淵 の 崩 落 防止対策

崩 落 の 原因 の 調査 と 対 応 策 、 整 備 イ メ ー ジ の 検 討 を さ ら に 進 め 、 史 跡 の 破壊 に つ

な が ら な い 工法 を 選定 し 、 必要 に 応 じ て そ の 実施 を 行 う 。

( 2 ) 尼 ヶ 謂下の整備

南側 〈 道 路 、 鉄道 、 新 幹 線 ) か ら の 景観 に 配慮 し た 整備形 態 を 検 討 し 、 広 場 整 備

の 検 討 を 行 う も の と す る 。

(3 ) 崖線 の 緑 の 保全

上 田城 の 城構 え の 特 徴 で あ り 、 ま ち づ く り の 中 で も 重要 な 要素 で あ る 段 丘 崖 の 緑

が 失 わ れ つ つ あ り 、 こ れ以 上 の 緑 の 喪 失 は 上 田城 の 特性 を 保 つ 上 で 好 ま し く な 1， \ 0

現 在残 さ れ て い る 樹木 の 保 全 が必 要 で あ り 、 ま た 崖 の 防 災 工 事 に つ い て も 緑 の 確保

に 配慮 し た 形態 を と る ( と く に 、 車坂 ~ 小泉 曲 輪 西 面 の 範 囲 ) 。

(() 崖線沿 い の 景観形成 ・ 誘導

尼 ヶ 淵沿 い の !日 千 曲 川 河川 敷 に あ た る 区域 は 、 城 の 景 観 を 確保 す る た め の 重要 な

ゾ ー ン で あ り 、 す で に 一 部 に 中 高層 の 建築物が立 地 し 、 城 を 見 え に く く し て い る 。

今後 は 、 櫓 、 あ る い は 崖 線 の 緑 な ど 、 城 の 景 観 を 確 保 す る こ と に つ い て 、 市民 の

合意形成 を 図 り 、 高度規制 、 風致地 区 指 定 な ど の 法規制等 に 関 す る 民 間 の 協 力 、 あ

る い は 公 共 に よ る 用 地取得 と 広場整備 な ど を 検 討 す る 。

66 -



3 ) 城 へ の 動線計画 と 入 口 の整備

上 田城 へ の ア プ ロ ー チ ル ー ト は 、 駅 か ら の ル ー ト 、 主要 な 国道 ・ 県道 か ら の ル ー

ト 等 が考 え ら れ る が 、 現状 で は 東 側 か ら の ア プ ロ ー チ が重視 さ れ て い る 。 今後 は 城

跡 に お け る 駐 車 場 を 排 除 し て い く と い う 点 も 考慮 し 、 入 口 〈 史 実 を 踏 ま え る 必要 が

あ る ) の 整 備 を 適切 に 行 う も の と す る 。 と く に 、 南 側 は 尼 ヶ 淵下 の 整 備 に 合 わ せ 、

良 好 な 景 観 の ア プ ロ ー チ 空 間 の 整備 を 行 う こ と に よ っ て 、 入 口 と し て の 重要度 が増

す と 考 え ら れ る 。

こ の よ う な 点 を 考 え 、 東 ・ 西 ・ 北 の 各虎 口 、 さ ら に は 尼 ヶ 淵 の 整備 と と も に 、 こ

れ に 至 る ル ー ト の 景観 整 備 を 進 め る も の と す る 白

各 入 口 の 位 置 づ け は 次 の と お り で あ る 。

( 1 ) 東 側 東虎 口 周 辺 の 整備 〈 橋 の 架 け 替 え 他)

市 役 所 通 り の 整 備 ( 公共施設 の 景観形成 と 民有地 の 景 観誘 導 〉

( 2 ) 南 側 尼 ヶ 淵周 辺 の 施 設整備 〈 散歩道 、 広 場 、 駐車場等 の 整 備 〉

市 街 地 景 観 の 誘 導 ( 風致地 区 、 高度規制等 )

( 3 ) 西側 入 口 の 景観 整 備 〈 西虎 口 の 復 元 〉

小 泉 曲 輸 の 活 用 〈 公共施設 の 再 整 備 と 駐車場 の 確 保 〉

当 面 の 課題 と し て は 、 野球場 の 景観整備等

( 4 ) 北 側 北 虎 口 の 整 備 〈 城 に ふ さ わ し い イ メ ー ジ と 市 民 に 親 し ま れ る 場 の 整備 )
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3.脇区域の整備
1 ) 城跡の空間構成

城跡区域 (概ね 12ha) の 整備 は 、

“ 歴 史 的 遺 構 の 復 元 と 継 承 、 な ら び に 、 歴 史 的 環 境 の 保 全 "

を 基本 と す る が、 そ の 利 用 面 や 空 間 (景観) 形成面等 を 考 慮す る と 、 市 民 や 来訪者等
の 利 用 す る “共有 の 公園的 な 場" と し て の 整備 を 求 め て い く こ と と な る 。

《 将 来 的 な 全体 ゾ ー ン 構成》
遺 構 の 空間構造 を 踏 ま え つ つ 、 そ れ ら の 規模 や 形状 や 動線等 を 勘 案 し て 、 以下 の

よ う に 、 城跡 一 城跡区域 お よ び周 辺 一 全体 を 大 き く 3 つ の ゾ ー ン に 、 そ し て 、 そ れ
ぞ れ を さ ら に 9 つ の 中小 ゾ ー ン に 分 け て 、 将 来 的 な 空間構成 を 設定す る 。

《城跡区域 の ゾ ー ン 》
こ の う ち 、 城跡 区域 と し て は 、

1. 中 核 〈本丸〉 ゾ ー ン : A. 本丸広場 ゾ ー ン 、 B. 本丸水辺 ゾ ー ン
2 . 域内 〈 二の 丸〉 ゾ ー ン : c. 城史文化 ゾ ー ン 、 D. 憩い の 広場 ゾ ー ン

3. 外周(外 堀、曲輪〉 ゾ ー ン : F. 堀の 散策 ゾ ー ン (ー齢 、 H. 段 丘緑 地ゾ ー ン (ー部)
こ れ に 、 1 . 出 入 口 ゾ ー ン を 加 え た 範囲 が概ね対応 し て い る 。

1 . 中 核 (本 丸 ) ゾ ー ン
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1 . 中 核 (本 丸 ) ゾ ー ン

・ 本来 の 城 の 中 心空 間
. 城跡全体 の シ ン ボ ル

と な る 場
- 域 の 遺 構 や 歴 史 的 な

情景 に 最 も 強 く 触 れ

合 う 場

2 . 域 内 (二 の 丸 ) ゾ ー ン

・ 実質 的 な 域 内 空 間
. シ ン ボ ル を 眺 め 、 城

領域 を 感 じ る 場
・ 広 が り の あ る 空 間 を

生 か し た 、 集 い や 憩

い を 享受 す る 場

3 . 外 周 {外 堀 ・ 曲 輪 ) ゾ ー ン

- 域外 の 守 り 空 間
・ 広が り や 緑 や 地形 を

生 か し た 、 様 々 な余

暇活動 を 展開す る 場
. 域 へ の 来訪者 を 受 け

る 場
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A . 本 丸 広 場 ゾ ー ン

歴史 を 体験す る シ ン ボ ル 広場

B . 本 丸 水 辺 ゾ ー ン

本 丸 の 景域 を 整 え る 堀水面

c . 域 史 文 化 ゾ ー ン

域 の 歴 史 を 学ぶ広場

D . 憩 い の 広 場 ゾ ー ン

憩 い と 集い の 多 目 的広場

1 . 出 入 口 ゾ ー ン

城 の 出 入 口 一 結 界

案内誘導小広場

E . 余 暇 展 開 広場 ゾ ー ン

様 々 な 余暇活動 の 展開広場

F . 堀 の 散策 ゾ ー ン

堀下 の 林 間 散歩道

G . 前 庭 ゾ ー ン

南 の 出入 口 と 修景広場

H . 段 丘 緑 地 ゾ ー ン

城 の 景観 を 整 え る 斜面樹林



図 全体的 な ゾー ン 構成

E . 余 畷 展 開 広場 ゾ ー ン

・ 外堀 や 曲 輪 跡 の 外縁広場
・ 大 き な 空 間 的 広 が り を 生 か し て 、

多 様 な 余暇活動 に 対 応
( 将 来 的 に は親水利 用 )

・ 一部 、 来訪 車両 の 駐車場等 に も
利 用

H. 段丘緑地 ゾ ー ン

. こ れ ま で の 域 の 立地状況 を 伝 え る
斜面 (崖)

・ 本丸 の 景 観 を 整 え る 樹林地帯

G. 前 庭 ゾ ー ン

・ 尼 ケ 淵崖下 の 修景 広 場
・ 南側 か ら の 本 丸 の 景観 を 確 保 し 、

出 入 口 を つ く る 広場
・ 一部 、 来訪車両 の 駐車場等 に も

利 用

D . 噂 い の 広場 ゾ ー ン

・ 本丸 の 外 周 領域 を つ く る 広場
. 二 の 丸 の 土塁 と 本 丸堀 に よ り 、

明快 な 景 域 を も っ 広場
・ 空 間 的 な 広 が り を 生 か し て 、

憩 い と 集 い や 、 多 目 的 な 余暇
活 動 利 用

・ 本丸 (櫓群) の 眺 め を 享受す る 場

@ 

.. .:  . . . ‘ .....; # .... a 子 、 ミ・・ ー ι õ.:  . ー ・九九!.J..�
ー

B . 本 丸 水 辺 ゾ ー ン

1 . 出 入 ロ ゾ ー ン
. 域 の 出 入 口 を 支 え る 小広場
・ 域 の 内 外 の 結 界 を つ く る 空 間
. 城跡 内 の 案 内 と 誘導 を 行 う 場

c . 城 史 文 化 ゾ ー ン

. 城 や 城下 町 の 歴史 を 学 ぶ 広場

. 博物館等 の 文化施設利用
・ 本 丸 (櫓群〉 の 眺 め を享受す る 場

. 本丸周 囲 を 囲 む 堀 と 水面
・ 本丸 の 景観 を 整 え 、 そ の 景 域 を

高 め る 水辺

A . 本 丸 広 場 ゾ ー ン

. 中 心 的 な シ ン ボ ル 広場
・ 櫓 や 土塁等 の 遺 構 に 触 れ 合 う 場
. 領域性 の 高 い 広 場
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2 ) 遺構 の整備

(1) 遺構整備 の 方針

遺構 は 、 最終 的 に は 、 発掘調査 に も と づ い て 全 体 を 史 実 に 忠実 に 復元 し て い く こ

と が基本 で あ る が、 前述 し た よ う に 、 こ れ に は 相 当 な 期 間 を 要す る こ と か ら 、 復 元
整 備 の 条件 が整 っ た 一 即 ち 、 可能 な 一 部分 か ら 順次整備 を 進 め て い く こ と と な る 。

そ の 復 元整備 の 基 本 的 な 方針 を 次 の よ う に 設定す る 。

i . 整備効 果 や 市民意識 の 喚起等 を考慮 し て 、 城跡 の シ ン ボ ル 性 を

高 め る 遺 構 お よ び 城 跡 空 間 ( 領 域 ) を 印 象 づ け る 遺構 に 着 目 し て

復元整備 を 進 め る

i i . そ の た め に 、 本 丸 内 お よ び 二 の 丸 の 出 入 口 {虎 口 ) 周 辺 の 遺構 の

優先的 な 復元整備 を 目 指 す
iii . 史実 を 踏 ま え つ つ で は あ る が、 基本 的 に は 、 城跡 の 遺構 の 大 き

な 空 間 構 造 を 表現 (再 現) す る よ う な 整備 を 目 指 す

ま た 、 そ れ ぞ れ の 遺構 (要素) の 整 備 の 方針 は 次 の と お り で あ る 。

. 櫓 お よ び門
櫓 と 石 垣 門 ( 櫓 門 、 東 ・ 西 ・ 北 の 虎 口 と 櫓台 ) は 、 城跡 の シ ン ボ ル 性 を

高 め る 遺構 で あ る 。

当 面 は 、 発掘 の 進捗 に 合 わ せ て 、 そ の 位 置 や 形状 (平面型等) の 表現 - 簡

易 な 表示 一 等 を 行 い 、 最終 的 に は 完 全 に 近 い 復元整備 を 目 指 す。
こ の 場 合 、 素 材 や 工 法 等 の 継承 が ポ イ ン ト と な る 。

園 土 塁 お よ び櫓 台

圃 堀

土塁 お よ び 櫓 台 一 こ の 場 合 は 土塁上 の櫓台 ー は 、 城跡 の 空 間構 造 や 領域

を 印 象 づ け る 遺構 で あ る 。
こ れ ら は 、 そ の フ ォ ー メ ー シ ョ ン そ の も の を 復元 し た う え で 、 崩 壊 防止 、

余暇利 用 、 景 観修景 の 効 果 を 高 め る と と も に 、 そ の 延長規模 や 空 間 的特色

を 効 果 的 に 表現す る た め に 、 地被類や 潅木等 に よ る “単純 な 緑化被覆" を

行 う 。
ま た 、 土 塁沿 い は 、 可 能 な 限 り “ 開放 的 な 空 間 " を 保 ち 、 そ の 視認性 を

高 め る 。

堀 も 、 城跡 の 空 間 構 造 や 領域 を 印 象 づ け る 遺構 で あ る 。
土塁 お よ び櫓台 と 関連 す る ー あ る い は 一 体 的 に 行 う ー 復 元整備 と な る が 、
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こ の 場合 、
* 史実 に 即 し て 、 水 堀 や 空堀 の忠実な 再現整備
* フ ォ ー メ ー シ ョ ン の み 再現 し 、 土塁 と 同様 に 緑化被覆 し て 、 広場 的

な 整 備 一 域跡空 間 を 抽 象 的 に 表現

* 積極 的 な 特色植栽や 水面創出等 に よ り 、 名 所 的 な 整備
と い っ た よ う に 、 幾 つ か の 整備方向 が考 え ら れ る 。

二 の 丸 内 〈本丸堀 お よ び三十間堀) は 、 基本 的 に は “ 史実継承型" で整備

す る こ と と し 、 外堀 (二 の 丸堀 、 百 間堀 、 広堀) に 関 し て は 、 あ る 程度 “ 景観

修景効 果 や 一 将 来 的 で は あ る が 一 余暇的利用" 等 を も 考慮 し た 整 備 を 目 指
し て い く こ と が有効 で あ る 。

. そ の 他施設
城跡区域 (概ね 三む 丸) 内 に は 、 さ ほ ど 多 く の 施設遺構 は な く 、 蔵 、 番所、

井戸等が推定 さ れ て い る 。
こ れ ら も 、 史実確認 の 程度 に 応 じ て 、

* 上物 の 復元整備
* 基礎 や 柱等 の 遺構領域 (範囲) の 表現 一 平面的整備
* 標識等 に よ る 案 内

等 を 選択 し て い く こ と と す る 。
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(2) 段階的 な 整備方針

城 跡 の 現況 を 踏 ま え 、 遺構整備 の 基本 的 な 方針 に も と づ き 、 次 の よ う に 大 き く 3
つ の ス テ ッ プで段階的 な 復元整備 を 想定す る 。

こ れ は 、

i シ ン ボ ル性 お よ び城 跡空間 の 領域性 を 高 め る 遺構 を 主体 に 、 中心

部 か ら 次第 に 外 へ と 展開 し て い く 整備

1 1 ， 可能 な 限 り 早期 に 、 あ る 程度 の “ 城 跡 と し て の 環境 ー 表情 や 雰 囲
気 を も っ 空 間 " の 形 成 を 目 指 す 整備

を 意 図 し た も の で あ る 。

こ こ で は 、 こ の “ 城跡 ら し い 空 間 の 形成" を 第 2 ス テ ッ プで概ね 達成す る こ と を
目 指 し て い る 。

2d
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第 2 ス テ ッ プ

唱.' . . 主ミ
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3 ) 動線 の形成

ゾ ー ン の 構成 を 受 け て 、 城跡区域 お よ び 周 辺 の 主 た る 動線形成 を 次 の よ う に 設定

す る 。
城跡 と し て の 表 情 や 雰 囲気 を 再現す る こ と や 、 円滑 な ア ク セ ス を 確保 す る こ と 等

を 考慮 し て 、 基 本 的 な 方針 を 次 の よ う に 設定 す る 。

i . 城跡 (二 の 丸) 内 は 、 遺構 や 歴 史 的 な 表 情 ・ 雰 囲 気 の 保 全 等 か ら 、
歩 行 者 主 体 (専 用 ) ゾ ー ン と し て 設定 す る

i i . 城跡 へ の ア ク セ ス は 、 遺構 そ の も の の 継承 や 利用 利 便性等 を 配慮

し て 、 東 ・ 西 ・ 南 ・ 北 の 各 方 向 か ら 確保 し 、 そ れ ぞ れ を 円滑 に 連絡
す る

歩行者 お よ び 自 動車 そ れ ぞ れ の 整備 の 方針 は 次 の と お り で あ る 。

①歩行者動線
歩行者動線 は 、 東 、 西 、 南 、 北 そ れ ぞ れ の ア ク セ ス 動 線 を 受 け て 、 本丸広場

ゾ ー ン 内 、 城史 文化 ゾ ー ン お よ び憩 い の 広場 ゾ ー ン を連絡す る “周 囲動線" を

形成す る 。

こ れ を 主骨格 と し て 、 こ れ か ら 分 岐す る 補助動線 〈細 園路等) を 設 け て 、 全体

の 動線 ネ ッ ト ワ ー ク を 形成す る 。

こ の 場 合 、 特 に 、 遺構 と し て の 魅 力 や 本 丸 の 櫓 の 景観 一 周 囲 か ら の 眺望 一 等
か ら 、 復元予定 の 本丸堀沿 い や 土塁沿 い の 動 線 の 利 用 が高 い と 想定 さ れ る た め 、
こ れ に 留意 し て 全 体 の ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 す る 。

ま た 、 南側 の 尼 ケ 淵崖下 か ら の ア ク セ ス に 関 し て は 、 現在 の 歩行者路 を 活用

す る こ と と し 、 斜面樹林 や 法面 へ の 影響 を 極 力避 け る 。

全 体 的 に 、 そ の 仕様 一 例 え ば、 舗装 や 緑 化修 景等 ー は 素朴 か っ 簡素 な も の と
し て 、 往時 の 表情 や 雰 囲 気 に 近 づ け る 。

ま た 、 動線上 の 適所 一 例 え ば、 櫓 や 櫓 台 上 、 出入 口 (虎 口 ) お よ び園路 の 主 要
交点等 ー に は 、 憩 い や 休息 や 見 晴 ら し の た め の 小広場等 を 設 け て 、 快適で魅力

的 な 動線空 間 を 形成す る 。

② 自 動車動線

二 の 丸 内 へ の 一般車両 の 進 入 は 規制 一 原則 と し て 禁止 ー し 、 管理用車両 お よ
び 緊急車両 の み 通行可能 と す る 。

ま た 、 管理用 車 両 や 緊急車両等 は 、 主 と し て 上 記 の 主骨格 と な る 周 囲動線 を
利 用 す る 。

そ れ ら の 車両 の 二 の 丸 へ の 出 入 は 、 当 面 は 現在 の 東、 西 、 北 の そ れ ぞ れ の 出
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• 

傷多

入 口 (虎 口 位置 〉 を 利 用 す る が 、 将来 的 に は 、 西 虎 口 位 置 を 主 た る 出 入 口 と す る 。
* こ れ は 、 二 の 丸 の 虎 口 の 復元整備が行 わ れ る と 、 車両 の 出 入 に か な り の

無理が生 じ る こ と か ら 、 下記 の よ う に 、 今後 円滑 な ア プ ロ ー チ 動線 と 主
た る 駐車場 を 設 け る “西 側 " が そ れ ら 車両 の 導入 に は 望 ま し い と 思 わ れ る
か ら で あ る

一 虎 口 整備 に つ い て は 、 4 . を 参照

一般車両 は 、 周 辺 の 道路 ネ ッ ト ワ ー ク と の 関 係 や 用 地確保面 等 か ら 、 外周
(外堀 ・ 曲輪 ) ゾ ー ン に お い て 駐 車 場 を 設 け て 受 け る 。

こ の 場合 、 歩行者動線 ( ア ク セ ス 動線) と の 整 合 、 幹線道路 と の 接続 、 二 の 丸
区域へ の景観上 の 影響等 を 考 慮す る と 、 西 の 余暇展開広場 ゾ ー ン お よ び南下 の
前庭 ゾ ー ン が 望 ま し い 。

駐車場 ま わ り は 、 可能 な 限 り 緑化修景 を 施 し 、 城 跡 の 出 入 口 と し て ふ さ わ し
い 景観 を 創 り 出 す 。

、 ;'�，ι

主 要 な 歩 行 者 動 線

域 の 出 入 口

主 要 な 自 動車 動 線

駐 車 場
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4 . 城への動線沿い景観および出入日景観の整備
歴 史 の 散歩道等 の 動線 を 導 く “ 城 へ の ア プ ロ ー チ 道路沿 い " お よ び “城跡 の 出入

旦笠亙" の 景 観形成 は 、 城 を 感 じ る ま ち づ く り を 目 指 す う え で重要で あ る 。 そ れ は 、
次第 に 城跡 へ 近 づ く 際 の 表 情 や 雰 囲気 の 高 ま り を 演 出 し 、 ま た 、 城跡 の 出 入 口 付近
で の 明快 な 結 界 を 創 り 出 す こ と で あ る 。

即 ち 、 そ れ ぞ れ の ア プ ロ ー チ 動線沿 い お よ び 出入 口 付近 に お い て は 、

《 ア プ ロ ー チ 動線沿 い 》
i . 目 的 ( 目 標物) と し て の 城跡 の 表情 や 雰 囲 気 が手前 (前方) か ら 感 じ

ら れ る 景観形成
i i . 歴史 的表情 や 雰 囲 気 に 合 う 道路修景 と 沿道街並 の 整備

《出入 口 付近》
ii i . 史実 に 忠実 な 復元整 備 を 順次 目 指 す が、 そ れ ま で は 歴史的 一 特 に 、

城跡的 な ー 表情 や 雰 囲 気 を 高 め る 修景整備

等 の “歴史 的 印 象 を 高 め る 整儲" を 確実 に 進 め て い く こ と で あ る 。
前述 し た 動線形成か ら 、 特 に 配慮す べ き 東、 西 、 南 、 北 そ れ ぞ れ の ア プ ロ ー チ 動

線 (区 間 〉 お よ び 出 入 口 は 図 に 示 す と お り で あ る 。
そ れ ぞ れ の 整備 の 方針 を 以下 の よ う に 設定す る 。

関 城へ の ア プ ロ ー チ 動線と 案内 ポ イ ン ト
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1 ) 東 の ア プ ロ ー チ 道路 お よ び 「東虎 口 j

上 田駅 か ら 城跡 へ と 結 ぶ主動線 で あ り 、 商庖街 や 主要 公共施設 一 市役 所 や 中学校

や 商工会議所等 ー を 抱 き 、 日 常 的 に も 交通量 の 多 い 道路で あ る こ と か ら 、 域 を シ ン

ボ リ ッ ク に 意識 (認識) で き る よ う な 修景整備 を 行 う 。

0 道 路 の ア イ ス ト ッ プ に f櫓 』 が 見 え る 植 栽 修 景

落葉 の 時期以外 は 櫓 が樹木 に よ り 覆 わ れ て し ま う こ と か ら 、 二 の 丸堀

沿 い の 樹 木 お よ び道路沿 い 並木 そ れ ぞ れ の 移植 や 枝 の 努定等 を 行 い 、 四
季 を 通 じ て 櫓 を 明快 に 見通 す ヴ ィ ス タ を 確保す る 。

0 道 路施設 ( 照 明 器 具 や 標 識 等 ) の 再配 置 あ る い は 改 善

全体 的 に 、 櫓 を 際立 た せ る よ う な 配慮 が必要で あ る 。
ま た 、 沿道 の 施設 の フ ァ サ ー ド や 塀 等 は 、 歴 史 的表情 や 雰 囲 気 を 高 め る た め の 整

備 を 行 う 。

0 公 共施設等 に お い て 先導 的 な 修 景

表情雰囲気 づ く り と し て は 、 塀等 の 境 界部 は “ 瓦 を の せ た 白 壁塗 り "

が 、 ま た 、 各施設 フ ァ サ ー ド は “ 櫓 や 武家屋敷 の 面影 を 伝 え る よ う な 造
形" が望 ま し い 。

二 の 丸東虎 口 は 、 現在、 そ の 周 辺 (二 の 丸 内 ) で 幾 つ か の 公共施設利 用 が な さ れ て

お り 、 一般車両等 の 出 入 も あ る こ と か ら 、 早期 の 復 元整備 に は 無理 が あ る 。 今後 の

そ れ ら 施設 の 一 移転 を 含 む 一 再編 に 伴 っ て 、 虎 口 お よ び二 の 丸 内 の 復 元整備 が可能
と な る 。

従 っ て 、 こ こ で は 、 現機能 を 保 ち つ つ 行 う 当 面 の 暫定的整備 と 、 施設移転後 の 二
の 丸内 の 復元整備 と の 大 き く 二段 階 の 整備 を 想定 す る 。 当 面 は 、 結 界 と な る 城 の 主
出入 口 の 表情 や 雰 囲気 を よ り 高 め る た め の 修景 を 行 う こ と と す る 。

【当 面1

0 橋 の 歴 史 的 表 情 や 雰 囲 気 の 強 化 修 景

【将来 】

・ 橋上 : 歩道 の 特色舗装、 高欄 お よ び橋燈等 の 修景 を 行 う 。

- 側面 : 本 来 、 石積 み 土橋 で あ っ た と 推定 さ れ る が、 現在 は 堀下 が散策路
と な っ て い る た め に 、 こ れ を 生 か す こ と と し 、 現 ト ン ネ ル を 抜 い
た ま ま で の 、 石張 り 修景 を 施 す 。

O 石 積 虎 口 ぢ よ び 櫓 台 の 復 元

可能 な 限 り 、 往 時 の 仕様 一 同 系 の 素材 で 「打 込 は ぎ 」 の 石積 み 手法 ー を
伝 え る よ う な 復 元 を 目 指 す 。

0 橋 上 お よ び 虎 口 の 一 体 的 な 修 景

虎 口 の 舗装 と 合 わ せ て 、 橋上全面 の 一 歩行者空間 に ふ さ わ し い 一 特色
舗装整備 を 行 う 。
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図 ア イ ス ト ッ プ と 街並形成

図 沿道の イ メ ー ジ

-陸史的 な 表情や雰囲気の演出

図 将 来 的 な 整備 イ メ ー ジ

ニ の 丸

毛一
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2 ) 西 の ア プ ロ ー チ 道路 お よ び 「 西虎 口 j

西側 か ら の ア プ ロ ー チ は 、 「 歴 史 の 散歩 道 」 と し て 良好 な 風情 を 残 す 坂下 町 と 結 ぶ

動 線 で あ り 、 こ れ に 見 合 う 表 情 雰 囲 気 を っ く り 出 し た い 道 路 で あ る 。 長 期 的 に は 、

沿 道 施設 の 再整 備 ー 既設 の 公共 施設等 の 移 転 ー が想定 さ れ る が 、 当 面 は 、 城 へ の 迎

え 受 け (案 内 導 入 ) を 整 え る 修景 整 備 を 行 う こ と と な る 。

【 当 面 】

O 案 内 導 入 の 表 情 を 強 め る 道 路 修 景

特色樹 木 の 配植 お よ び 特 色 舗 装等 に よ り 、 表 情 や 雰 囲気 を 整 え る と と

も に 誘 導 性 を 高 め る 。

0 沿 道 施 設 の 境 界 部 の 緑 化 修 景

【将 来 】

特 に 、 駐車場等 の 被覆 を 兼 ね た 緑 化 、 ま た 、 塀 や 外壁 等 の 被覆緑化 あ

る い は 生 垣 へ の 改修 を 行 う 。

O 堀 (広 堀 ) の 復 元 や 曲 輪 の 広 が り の 復 活

遺構 の 確定 が 可 能 で あ れ ば 、 百 間 馬場等 の 復 元 ま た は 表現 (表示〉 等 も

望 ま し い 。

0 新 た な 施 設 の 導 入 整 備

ま た 、 ま と ま り あ る 敷 地 を 生 か し て 、 城 跡 に 見 合 う 文 化 系 等 の 施設 の

導 入 整 備 や 主 要 な 駐車場 の 設 置 を 行 い 、 有 効 利 用 を 図 る と と も に 、 外 れ

と な る 西 側 の あ る 程度 の 活性 化 を 図 る 。

こ の 場 合 、 施設 の 造 形 や 駐車場 の 修景等 は 、 城跡 に 調 和 す る と と も に 、

出 入 口 と し て の 表 情 や 雰 囲気 を 高 め る こ と を 充分 に 配慮 す る 。

二 の 丸西 虎 口 一 こ れ は 発 掘 を 待 つ こ と と な る が 、 既設 の 野球場 と 重 な っ て い る と

思 わ れ る ー は 、 野 球 場 の 移 転 の 後 に 、 土塁 と と も に 復 元 整 備 を 行 う こ と と な る 可能

性 が高 い 。 従 っ て 、 当 面 は 暫定 的 な 整 備 と な る が 、 こ こ で は 、 遺構 の 存 在 を 伝 え 、

あ る 程度 の 結 界 を つ く り 、 歴 史 的 な 表情 や 雰 囲気 に 合 わ せ る 修 景整 備 を 行 う 。

【 当 面 1

0 虎 口 を 表 現 ( 暗 示 ) す る 修 景

【 将 来 】

発掘 の 結 果 、 虎 口 一 あ る い は そ の 部分 ー の 位 置 お よ び形状 が通行 を 妨

げ な い 場 合 に は 、 そ の 平面 型 を 潅木 の 列 植等 の 緑化 に よ り 表現す る 。

そ れ が通 行 動 線上 に あ る 場 合 は 、 特色舗装等 に よ り 表 示 す る 。

O 堀 と 土 塁 に 併 せ て 、 橋 、 石 積 虎 口 、 櫓 台 の 復 元

1 ) と 同様 に 、 往 時 の 仕様 に 近 い 復 元 を 目 指 す 。

橋 か ら 虎 口 内 に か け て 、 一 体 的 な 特色舗装 を 行 う 。

本 丸 の 櫓 (復 元 予 定 ) へ の ヴ ィ ス タ を 確 保 す る よ う な 、 樹 木 の 移 植 や 男

定 を 行 う 。

ま た 、 前述 し た よ う に 、 西 虎 口 は 、 長 期 的 に も 管理 用 車 両 や 緊急車両
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図 沿道の イ メ ー ジ

の 出 入 口 と な る こ と か ら 、 内 側 正 面 部 分 の 石 積 虎 口 の 復 元 は 行 わ ず 、 当

面 の 整 備 と 同 様 に ー あ る い は 、 そ れ を 残 す よ う に し て 一 虎 口 の 平 面 型 を

特 色 舗 装 に よ っ て 表 現 す る 。

， ' .・戸、

ご ずと -�
・西虎口付近か ら 西方向 を の ぞむ

(右側 : 野球場、 左側 : 駐車場) -

図 既設の野球場 と の関係 ( 推定)

図 将 来 的 な 整備 イ メ ー ジ

広堀

. . ・. . . ・ .

-内側虎 口 の 平而型舗装表示

. 一. . . . ・ . ・ . ・. . ' ・ ・. ・ . . 
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3 ) 北 の ア プ ロ ー チ 道路 お よ び 「北虎 口 J

北 側 か ら の ア プ ロ ー チ は 、 北 国 街 道 と 結 ぶ動 線 で あ り 、 北側周 辺 の 住宅地 の 動 線

を 集 め る 道路 で あ る 。 長 期 的 に は 、 両 側 の 公共施設 (陸上競技場 や 児童 遊 園 地 ) の 移

転 と 堀等 の 復活 が予定 さ れ る が 、 こ こ で は 、 予 め 域 へ の 迎 え 受 け ( 案 内 導 入 ) を 整 え

る 一 特 に 、 城 の 印 象 を 高 め る 一 修景 整 備 を 行 う 。

0 北 追 手 を 暗 示 し つ つ 、 案 内 導 入 の 表 情 雰 囲 気 を 強 め る 修 景

北側交差部 か ら 城 へ の 導 入部 に お い て 、 北追手 に 合 わ せ て 、 樹 木 の 配

植 お よ び特色舗装等 の 整 備 を 行 い 、 表情 と 雰 囲 気 を 整 え る 。

特 に 、 交 差 部 周 辺 の 舗装 や サ イ ン 等 の 演 出 に よ り 、 城 へ 導 く 案 内 表 現

を 強化 す る 。

二 の 丸北虎 口 は 、 外 側 の 石積 虎 口 を 一部残 し て い る こ と や 、 現在 、 こ れ と 対 (つの

に な る 内 側 の 虎 口 の 発 掘 調 査 が 進 め ら れ て い る こ と 等 か ら 、 可 能 な 限 り 早期 に 復 元

整 備 を 行 い 、 現在 の 課題 一 郎 ち 、 北 側 か ら の 城 の 表情 と 雰 囲 気 が之 し い こ と ー に 応

え る こ と が望 ま れ る 。

た だ 、 石積虎 口 そ の も の は 、 土塁 と の 連続性 や 、 陸上競技場 の 利 用 と の 関 係 等 を

考 慮 し つ つ 整 備 す る こ と と す る 。

【 当 面 】

O 石 積 虎 口 の 復元

1 ) と 同 様 に 、 往 時 の 仕様 に 近 い 復 元 を 目 指 す 。

O 沿 道 施 設 の 緑 化 修 景

【 将 来 】

両 側 の 公 共 施 設 の 境 界 部 ( フ ェ ン ス 等 ) の 被覆緑化 の 強 化 や 、 あ る い は

生 垣 へ の 改修 等 を 行 う 。

O 橋 、 堀 (百 問 堀 ) 、 土 塁 の 復 元

ア プ ロ ー チ 道 路 の 舗装 と の 連続性 を も 考 慮 し つ つ 、 橋 か ら 虎 口 内 へ の

一 体 的 な 特 色 舗 装 整 備 を 行 う 。

百 間 堀 は 、 可 能 な 限 り そ の 広 が り を 生 か し た 水面 を 再現 し 、 出 入 口 と

し て の 修 景 効 果 お よ び 結 界性 を 高 め る こ と が望 ま し い 。

ま た 、 2 ) と 同 様 に 、 本丸 の 櫓 (復元予定) へ の ヴ ィ ス タ を 確 保 す る 。

O 堀 下 散 策 路 (二 の 丸 堀 ) の 整 備

現在 の 二 の 丸堀下 の 散策 路 を 延 伸 展 開 す る 整 備 を 行 う 。

こ こ で は 、 堀 の 幅 も 広 が る こ と や 、 百 間堀 と の 空 間 的 な 連続性等 を 考

慮 し て 、 あ る 程 度親水性 の 高 い 散策空 間 を 形成す る 。

82-



図 将来的な整備イ メ ー ジ

百問堀

本丸堀

-83-



4 ) 南 の ア プ ロ ー チ

南側 は 、 本 来 は 防御 の た め の 崖 (尼 ケ 淵 崖 ) で あ り 、 ア プ ロ ー チ は 存在 し な か っ た

わ け で は あ る が 、 幹 線 道 路 (秋和 ・ 上堀線) か ら の 一 特 に 、 自 動 車 に よ る ー ア プ ロ ー

チ を 受 け る 重 要 な 動線 と な る 。 現在 、 西 櫓 の 下 の 空堀 か ら 上 が る 散策 動 線 が あ る こ

と か ら 、 こ れ を 活 用 し つ つ 整 備 を 行 う 。

ま た 、 今 後 、 崖下 の 既存 の 工場 用 地 が駅前 再 開 発 の 代替 地 と な る こ と か ら 、 こ れ

と 連携 し た 整 備 を 考慮 す る 。

0 現 在 の 歩 行 者 路 の 活 用

崖 (地 山 ) へ の 影響 を 抑 制 す る と と も に 、 南 側 か ら の 眺 め に 対 し て “ 防

御 の た め の 崖 あ る い は 石 垣 と し て の 表情" を 保 つ た め に 、 ア プ ロ ー チ 動

線 は 現 状 の 歩 行 者 路 を 利 用 し 、 基本 的 に 目 立 た な い 整 備 と す る 。

0 広 い 仰 観 を 確 保 す る た め の 開 放 的 な 修 景

【 当 面 】

ア プ ロ ー チ の 際 の ー ま た 、 周 辺 か ら の 本 丸 の 櫓 や 石 垣 を 見上 げ る 良

好 な 眺 め を 確 保す る た め に 、 可 能 な 限 り 開 放 的 な 修 景 整 備 を 行 う 。

O 現 市 有 地 内 の 前 庭 的 な 整 備

幹 線 道 路 か ら の 来 訪 を 受 け る 広場 お よ び駐車場 を 整 備 す る 。

こ の 広場 を 、 西 (西 櫓) 方 向 お よ び 東 (崖裾沿 い ~ 二 の 丸堀下散策 路 ) 方

向 の 動 線 に 接 続 し 、 本 丸 へ の 円 滑 な ア ク セ ス を 確 保 す る 。

。 城 跡 と の 関 係 を 大 切 に す る 代 替 地 の 街 並 形 成

【将 来 】

本 丸 の 直下 (崖下 ) に 予定 さ れ て い る 代替 地 の 整 備 等 に 際 し て は 、 “ 本

市 の シ ン ボ ル で あ り 財 産 で あ る 城跡 " と の 関 係、 に 充分 に 留 意 し 、 城 と の

景 観面 で の 調 和 を 図 る と と も に 、 城 が 映 え る よ う な 空 間 構 成 を 図 る こ と

が望 ま し い 。

こ の 場 合 、 櫓 を ア イ ス ト ッ プ と す る よ う な 動 線 軸 お よ び 街 並 の 形成 は

極 め て 効 果 的 で あ る 。

O 崖 下 一 帯 を 城 の 前 庭 と し て 整 備

城跡 の 全 体 的 な 復 元 整 備 が進 ん だ 時点 に お い て は 、 そ れ に 相 応 す る 南

側崖下 の 整備 が必 要 で あ る 。

即 ち 、 南 側 か ら 本 丸 へ の ア プ ロ ー チ を 受 け と め る 広 場 や 駐車場 や 関

連 施設等 の た め の 一 充分 な 空 間 整 備 と と も に 、 城跡 の 南 景 観 を 整 え 、 印

象 景 観 を 継承 し 、 こ れ を 幹 線道 路 側 や 鉄道側 に 効 果 的 に 見 せ る 空 間 構 成

を 行 う 。

こ の た め に は 、 よ り ま と ま り の あ る 用 地 の 確 保 や 活用 等 を 想定 す る 。

O 崖 裾 沿 い の 散 策 路 空 間 の 整 備

西 櫓 下 か ら 東 の 二 の 丸堀 下 散 策路 へ と 結 ぶ崖裾沿 い の 散策 路 は 、 憩 い

や 休息 の 場 を 配 慮 し た 拡 幅 等 を 行 い 、 快 適 な 園 路 空 間 と し て 整 備 す る 。

84 -



図 整備 イ メ ー ジ

句判明~

言L eur 

本 丸

ヘ

再開発代替地

� .‘ 

- 85 -



5 .  Jtヶ調産下 (南側) の整備
1 ) 南側市街地 の整備

現 在 、 尼 ケ 淵 崖 南 側 は 、 崖 下 を 沿 う よ う に 市 有地 が あ り 、 そ の 南 側 一 帯 は 民有 地

と な っ て お り 、 市 有 地 に 隣接 す る よ う に 駅前 周 辺 の 再 開 発 の た め の 代替 地 一 市 が取

得 予定 ー が あ る 。 民 有 地 は 、 幹 線 道路 (秋 和 ・ 上堀線) に 沿 う 土地利 用 一 即 ち 、 工場

や 沿道型商業施設 や 駐車 場 等 ー が 主 体 の 混在地区 と な っ て い る 。

い ま 、 城跡 一 特 に 、 櫓 や 石 垣 ー の 南 側 の 姿 は 、 道路沿 い や 鉄道沿 い に 、 民有地 の

空地部分 か ら 見通 す “仰 景 観 " と し て 得 ら れ て い る が 、 今 後 の 施設立地状況 に よ っ て

は こ の 景 観 も 次 第 に 減少 し て い く も の と 思 わ れ る 。

ま た 、 今 後 は 新幹 線 の 整 備 が予 想 さ れ る 一 現在 、 高 架構造 に よ る 軌道導入 の 検 討

が進 め ら れ て い る が 、 こ れ は 、 新 幹 線 そ の も の が “ 来訪 や 通過 す る 人 々 に 城跡 を

印 象 づ け る 視点、場" と な る こ と で も あ り 、 こ れ に 対 す る 充分 な 配 慮 が 必 要 と な る 。

そ し て 、 前 述 し た よ う に 、 こ こ は 、 城跡本 丸 へ の 主要 な 南 の ア ク セ ス 位 置 で あ り 、

そ れ に 相 応 す る 表情 や 雰 囲 気 づ く り が 求 め ら れ る 場 と な る 。

こ の よ う に 、 南 側市 街 地 一 帯 は 、 今 後 の 本市 の “ 城 を 感 じ る ま ち づ く り " に と っ

て 極 め て 重 要 な 役割 を 担 う こ と と な る 。

以 上 を 踏 ま え 、 南 側 市 街 地 に 関 し て は 、 次 の よ う な 整 備 の 方 向 を 想定 す る 。

o r 域 j と 共 存 し 、 『城 j を 主 役 に す る と と も に 、 そ の 迎 え 受 け を 支 え

る “ ま ち づ く り "

一 即 ち 、 城 跡 ( 櫓 、 石 垣 、 崖 ) の 景 観 を 際立 た せ る 整備 と 、 城 の

前 庭 と な る 空 間 の 形成

i . 建 築 物 の 景 観 的 配 慮

い ま 、 南 側 か ら の 仰 景観 は 、 民有地 の 空地部分 か ら の “見通 し " と し て

得 ら れ て い る が 、 今 後 の 周 辺 の 市 街 化 に 伴 い 、 こ の 歴史 的 景 観 は 弱 ま っ

て く る も の と 思 わ れ る 。 ま た 、 城 跡 と 周 辺 と の 景 観面 で の 調 和 を 図 る こ

と に お い て は 、 公共 サ イ ド の 役 割 が 大 き い も の と 思 わ れ る 。

民有地 の 買 収等 に よ る オ ー プ ン ス ペ ー ス の 確保 と と も に 、 新 幹線 か ら

城 跡 が 視覚認識で き る よ う な 建築物 の 計 画 等 に つ い て の 方法 を 、 地域住

民 の 埋解 を 得 つ つ 検 討 し 、 そ れ を 基準 と し て 指 導 す る 。

i i . 建 築 に つ い て の ル ー ル づ く り と 指 導

城跡 と の 調 和 を 図 り 、 城 跡 を 際立 た せ る と と も に 、 城下 町 を 受 け 継 ぐ

“上 回 ら し い 個 性 的 な 市 街 地 景 観 " の 形 成 に 向 け て 、 建 築 物 の 形 態 、 素 材 、

色調、 ま た 、 広 告 物 等 に つ い て の 基 準 を 検討 し 、 そ れ を も と に 指 導 す る 。
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iii . 櫓 へ の 景 観 動 線 軸 の 形 成 へ の 配 慮

次第 に 失 わ れ て い く 城 跡 へ の “ 仰 景観" を 保 ち 、 常 に 城 を 意識 し 感 じ

る こ と の で き る 街 づ く り の た め の 効 果 的 な 手法 と し て 、 城跡 を 視覚認識

で き る よ う に 配慮す る 。

iv . 迎 え 受 け に ふ さ わ し い 玄 関 口 空 間 の 形 成

本丸へ の 南 か ら の ア プ ロ ー チ を 受 け と め る 広場 、駐車場 、 文化 系 あ る い

は 観光系 の 関 連施 設等 を 設 け て 、 特 色 の あ る 快適 な 導入空間 を 形成す る 。

可能 な 限 り 開放 的 な 空間構成 と す る と と も に 、 歴史性 を 感 じ さ せ る 緑
化修景 を 積極 的 に 行 う こ と に よ り 、 城 の 玄関 口 と し て ふ さ わ し い 情景感
の あ る 空 間 を 形成 す る 。

87-



2 ) 尼 ヶ 澗崖 の整備

尼 ケ 淵崖 の 整備等 の こ れ ま で の 経緯 は 、 概ね 次 の よ う で あ る 。

初 期 の 頃 は 、 段 丘 (崖) 端上 に 櫓が設置 さ れ た が 、 上 回城 の 南 の 守 り 固 め と し
て 有利 な こ と も あ り 、 自 然地 山 は そ の ま ま の 状態で あ っ た 。

そ の 後 、 千 曲 川 の洪水 に よ っ て 、 下部 が洗 わ れ崩壊 し た た め に 、 崖 の 修 復 と

石垣 の 新 設 が行 わ れ た 。

こ う し て 、 上 部 の 櫓 や 塀 の 基礎部 の 石垣 と 、 崖下 の洪水対策 の 石垣 と で 、 そ

の 聞 に 地 山 を 残 し た “ 大 き く 2 段 の 石垣擁壁" が構築 さ れ た 。
ま た 、 こ の 石垣 は 、 時代 ご と に 幾度 か の 部分的 な 補修が行 わ れ て 現在 に 至 っ

て い る 。

一方、 こ れ ま で に 、 こ の 急崖 面 の 地質調査 (8. 6 2 ) 等 も 行 わ れ て お り 、 そ れ に よ る

と 、

急崖面 の 崩 落 は 、 複 合 的 な 要因 が考 え ら れ る が 、 特 に 、 基岩 の 潜在的 な 鉛 直
方 向 の 亀裂 や 、 こ れ へ の 樹 木 の 根 の 侵入等 の 影響が大 き い 。

と い う 結果 が で て お り 、 景観面 等 を配慮 し た 対策工法 と し て は 、 大 き く 次 の 3 つ の
方 法 を 掲 げ て い る 。

* 崖面 の 現状保存 (地 山 内処理)

ル ー ト パ イ ル 、 グ ラ ウ ト 、 モ ル タ ル 吹 き 付 け 等 の 工法

* 構造物 に よ る 保護
空石積 み + 擁壁 や 上記 (ト ト1\ イ lV， l -A1ンカ与) と の 併 用 工法

* 植栽 に よ る 保護

表面吹 き 付 け 、 の り 枠 + 植生袋等 の 工法
そ し て 、 こ れ ら の そ れ ぞ れ長短 あ る 工法 の 中 か ら 、 次 の 工法 が望 ま し い ー あ る い

は 、 可能 で あ る ー と し て い る 。
* 危険性 の 高 い 部分 や 長大 な 崖面部分 に 対 し て は 、 空石積 み の 併用 工法 ( ル

ー ト パ イ ル ま た は ア ー ス ア ン カ 一 等 )

* そ れ以外 の 部分 に 対 し て は 、 空石積 み 等
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以 上 を 踏 ま え て 、 今 後 の 尼 ケ 淵 急 崖 面 の 整 備 の 方 向 を 、 次 の よ う に 設定 す る 。

。 こ れ ま で の 築 城 の 歴 史 を 踏 ま え て 、 自 然地 形 を 生 か す と と も に 、

往 時 の 表 情 や 雰 囲 気 を 伝 え る 整 備

i . 地 形 や 既 設 石 垣 の “ 原 風景 イ メ ー ヅ " の 継 承

自 然、地形 を そ の ま ま 効 果 的 な 防御 壁 と し て 活 用 し て き た 築 城 の 考 え 方

を 受 け 継 ぎ 、 現在 の 地形 お よ び既存 の 石垣 を 可能 な 限 り 生 か し て い く 整

備 を 行 う 。

基本 的 な 形状 で あ る 2 段 で 変化 ( 凹 凸 ) の あ る 石 垣 と 、 そ の 閣 の 地 山 の

双 方 が も っ 独特 な 表情 や 雰 囲 気 を 残 し て い く 整 備 を 行 う 。

必 要 箇 所 に の み 新 た な 石積 み 整 備 を 、 そ の 他 は 極 力 自 然 的 な 一 即 ち 、

整 地 や 植栽等 を 主 体 と す る 一 整備 を 行 う 。

i i . 伝 統 的 な 工 法 の 継 承

往 時 の 石 積 み 工法 で あ る 「打 込 は ぎ j の 表 情 や 雰 囲気 を 伝 え る 石 積 み 仕

上 げ を 目 指 す 。

な お 、 具 体 的 な 整 備 は 、 地質 の 状況 ( 危 険 性 等 ) に よ っ て 異 な っ て く る が 、 概 ね 次

の 工法 を 想定 す る 。

上下 の 石積 み の 聞 の 地 山 が安定勾 配 を と れ る 部分 に つ い て は 、 崩 壊 前 に 安 定

勾 配 に 整地 す る に 止 め る 工法

安定勾配 が と れ な い 部分 お よ び 長 大崖面 の 部分 に つ い て は 、 支持地盤 の 強度

等 に も よ る が 、 周 囲 へ の 影響 が予想 さ れ る 躯 体擁壁工 は 極 力 避 け て 、 石積 み 工

法 か 、 ま た は 、 石 積 み と ア ー ス ア ン カ ー や ル ー ト パ イ ル 等 の 併 用 工 法

- 90 -



安定勾配 が と れ る 場合

安定勾 配 が と れ な い 場 合

長大崖面 の 場合
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固 歴史 の散歩道 の 整備計画
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- 陣 坂 ~ 市 役 所 ル ー ト I ( 上 田駅 一 車坂 一 上 田 高 校 一 市役所 一 城 〉

前記 ル ー ト は 車両交通 ・ 歩行者双方 の 主要 路線 だ が 、 よ り 歩行者 の 空 間 ス ケ ー ル

に 適 す る 路線 と し て 車坂 ~ 市役所 ル ー ト が位 置 づ け ら れ る 。

千 曲 川 の 河 岸段 丘 を 切 り 通 し た 車坂 は 、 古 く か ら あ っ た 川 に 近 づ く 数 少 な い 坂 の

ひ と つ で 、 平 成 3 年度 に 石畳化 な ど の 歴 史 の 散歩 道 整 備 事 業 が 実 施 さ れ る 予定 で あ

る 。

車坂 を 昇 る 際 に は 、 左手 の 百貨居駐車場上方 に 尼 ヶ 淵 の 崖線 と 斜面緑 地 を 一部望

む こ と が で き 、 大 き な 城 構 え を 感 じ ら れ る 場所 で あ る 。 本 来 は 百貨底建物部分 も 含

め て 崖 線 が 見 え た 場所 で あ る こ と を 考慮 し 、 歴 史 の 散歩道整備事業 に 関連 し て 、 案

内 板 の あ る 小広 場 整 備 を 民 間 企業 に 要請 し て い く 。

車 坂 を 昇 り き っ た の ち 御屋形跡 〈 上 田高 校 〉 へ 向 か う 路線 に は 社 や 武家 屋 敷 の 門 ・

蔵 な ど の 歴 史 的 な 要素 が残 っ て お り 、 静 か な 住 宅地 の 中 の 落 ち 着 き の あ る 路 面 の 整

備 を し 、 徐 々 に 城 へ 近 づ く 雰 囲気 づ く り を す る 。

ま た 、 市役所西端 を 通 り 抜 け で き る よ う に 整 備 す る こ と に よ っ て 御屋形跡西側道

路 と 大 手 町本通 り の 歩行者動線 を 確保 し 、 御屋形跡周 辺 に 多 様 な ル ー ト を 設定 す る 。
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- 西産 口 ~ 坂 下 ル ー ト |

西虎 口 の 外 、 小 泉 曲 輪 〈 現市民体育館) と 捨掘 ( 現 上 田高校第二 グ ラ ウ ン ド ) の

聞 の 道路 は 「 い こ い の 道 」 と し て 平成 5 年 度 、 こ れ に 先 ん じ て 坂 下 に 向 か う 2 本 の

小道 は 平成 4 年度 に 歴 史 の 散歩道整備事業 が実施 さ れ る 予定 で あ る 。

前者 は 史 跡指 定 区域外 で は あ る が 、 か つ て 曲 輪 お よ び堀 で あ っ た こ と 、 沿道土地

利 用 が 公共 施 設 で あ る こ と か ら 、 散歩道整備 に ふ さ わ し い 修景 整 備 な ど を 進 め る 。

坂 下 へ の 小道沿道 は 良好 な 民家 が こ の 通 り の 雰 囲気 を 創 出 し て お り 、 こ れ ら の 改

築 等 に 際 し て は 門 ・ 塀 を 残す 等 の 協 力 要請 を す る 。 な お 現在 は 居住 者 以外 の 通 り 抜

け は な い と 考 え ら れ 、 極 め て 静 か な 環境 で あ る た め 、 整 備 に 当 た っ て は 地 区 住 民 の

理 解 を 得 る と と も に 、 観光客 な ど が落 と す ゴ ミ 等 に つ い て 格段 の 配慮 を し て い く 。
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②城下 町 ル ー ト

・ 街道 ル ー ト ー 北 国街道常 田 町|

城 下 町 手 前 の 村 で あ っ た 常 国 は 早 く か ら 街 化 が進 ん だ 。 土蔵 づ く り の 家 々 や 科野

大宮社 、 毘沙門堂 な ど の 歴史 的 な 要素 が あ る 。

特 に 町並 み は 上 田市 の 中 で も 最 も よ く 残 っ て お り 、 そ の 保 全 を 図 る た め 、 伝 統 的

建造物群保 存 地 区 の 指定 を 検討 す る 価値 が あ る 。

ま た 現在通 り は 通過交通 が 多 い が 、 国道 1 4 1 号線 に 並行 な 通 り で あ る こ と か ら 、

交通規制 す る こ と に よ っ て 交通量 を 抑制 し 、 歩行者 が快適 に 歩 け る 空 間 を 確保 す る 。
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- 断道ル ー ト ー柳町~紺屋町|

北国街道筋の柳町は江戸期の造酒屋な ど う だ っ (火返 し 〉 の あ る 平 入 り の町家が

残 っ て い る 。

上回大神宮の参道に も あ た り 、 平成4 年度に歴史 の散歩道整備事業が実施 さ れ る

予定で あ る 。

地元住民の意識が高 く 、 伝統的建造物群保存地区の検討 も 行 な わ れて い る が、 残

念 なが ら西側の町並み し か残 っ て お ら ず 、 伝建地区指定が難 し い場合、 西 側 に つ い

て は 増改築に際 し て フ ァ サ ー ド の 保全、 東側は柳町通 り に 面 し て デザイ ン上の考慮

を行 な う よ う 協力要請す る 。

o 50 100 m 
・・E・・.・E・- 圃ーーーーーーーー
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- 街道 ル ー ト ー 上 州 街道 川 原 柳 ~ 上 房 山|

現存す る 町家 の 保全

- 断道 ル ー ト ー 坂下l

蚕種産業が盛 ん だ っ た こ ろ の 土蔵造 り の 民家 の 保全
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整備 プ ロ グ ラ ム参考資料 - 1

以上 の 整備計 画 に つ い て 、 短期 、 中 期 、 長期 に 区分 し た プ ロ グ ラ ム を 設定す る 。 具 体化 に 際 し て は 、 発

掘 の 成 果 を ふ ま え 適切 に 見 直 し を 行 う も の と す る ロ

O聾傭 プ ロ グ ラ ム

項 回 短 期 中 期 長 期 備 考

( 計 画 )

整 備基本計画 の 策定

保存管理計画 の 策定

( 発 掘 )

櫓 門

七 つ 櫓 ( 北側 〉

本 丸堀

そ の 他本 丸 内 - 本丸 内 は 短期 に 発掘 終 了

二 の 丸西 虎 ロ

二 の 丸北虎 口

そ の 他二 の 丸 ! i  、 の 丸 全 域 〉 - 施設移転 に 対 応 し て 調 査2 
( 整備)

櫓 門 復 元

七 つ 櫓整備

本 丸掲

そ の 他本 丸 - 東虎 口 、 環境繋備等
二 の 丸北虎 口

二 の 丸東 虎 口 - 市民会館移転後 に 復 元笠備

二 の 丸西 虎 口 - 野球場移転後 に 復 元聾備
そ の 他二 の 丸 - 施設移転 に 合 せ て 全 域 を 聾 備

- 必要 に 応 じ て 整 備 ( 中 期 ま で 〉

尼 ヶ 淵南 側 - 長期 的 、 段暗的繋備

( 移転 )

本 丸 内民家

主 要 建 造 物 - 移転用 地確保後 に 移
移が

転
転必

要
体 育 施設 - 移転 用 地確保 後 に
神 社 等 - 移転方策等 の 検 討

l』。もl
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参考資料 - 3 施設移転 の 候補地 に つ い て

- 上 回城二 の 丸 内 の 諸施 設 の 移 転 用 地 に つ い て は 、 施設規模 の 大 き な も の が 多 く 、

移転 を 推進 す る た め に 、 か な り の 規模 の 土地 が必要 と な る 。 そ の た め 、 移転用 地

の 確保 に つ い て 、 上 田 市 の 都市 づ く り と い う 点 も ふ ま え た 計 画 的 配慮 が 必要 で あ

る 。

- 施設移転 を 具 体 的 に 考 え た 場 合 、 施設 内 容 が 同 質 の 施設 に つ い て は ま と め た 形態

の 移転 が 適 切 で あ り 、 施 設 の グ ル ー プ化 を 行 う と 、 次 の よ う に な る 。

1 ) ス ポ ー ツ 施設 系 陸上競技場 、 野球場 、 プ ー ル 、 テ ニ ス コ ー ト

ゲ ー ト ボ ー ル コ ー ト 、 相撲場 、 ボ ク シ ン グ場

2 ) 文化施設系 市民会館 、 山本鼎記念 館 、 勤労青少年 ホ ー ム

3 ) そ の 他 真 田 神社 、 上 田招 魂 社 、 民家

児童遊園地 〈 動物 園 )

公園管理事務所

- こ れ ら の う ち 、 ス ポ ー ツ 施設 系 は 総 合 運動 公 園 の よ う な 大規模 公園 を 整備 す る こ

と に よ っ て 、 ま と め て 移転 を 図 る こ と が適切 で あ る と 考 え ら れ 、 こ の 場 合 は さ ら

に 小泉 曲 輪 に 立地 し て い る 市民体育館 、 勤労者体育 セ ン タ ー な ど も あ わ せ て 移転

す る こ と が想定 さ れ る 。

・ ま た 、 文化施設 系 は 複 合 利 用 施設 と し て 、 一体 的 に 整 備す る こ と が考 え ら れ る 。

な お 、 市 立博物館 に つ い て は 現地 に 存 置 さ せ る こ と が適 切 で あ る と 思 わ れ る ロ

・ そ の 他 の 施設 の 中 で 、 神 社 、 民家 に つ い て は 個 別移転 と 考 え ら れ る 。 公園管理事

務所 は ス ポ ー ツ 施設等 の 管理機能 は 総 合 運動 公 園 に 合 せ て 移転 す る こ と が適 当 で

あ る が 、 城 跡 公 園 自 体 の 管理機能 は 残 さ れ る こ と に な り 、 博物館等 へ 収容す る か 、

城 跡内 に 適切 な 形態 で確 保 す る こ と と な ろ う 。

- 遊 園地等 に つ い て は 、 総合運動 公 園 内 へ の 移転 も 考 え ら れ る が 、 機能構成 の 変更

を 前 提 に 城跡 内 に 残す こ と も あ り う る と 思 わ れ る 。

・ ス ポ ー ツ 施設 系 の 移転 候 補地 と し て は 、 干 曲 川 沿 い が適切 で あ る と 考 え ら れ 、 城

の 南側 の 工業 ゾ ー ン が有 力 候補地 の ー っ と し て あ げ ら れ る 。

・ ま た 、 文化施設系 は 立地条件 を 考 え て 、 市街地 に 隣接 し た 位 置 が ふ さ わ し い が 、

前記 の 工 業 ゾ ー ン に ス ポ ー ツ 施設 と 一体 的 に 整備 す る こ と も 考 え ら れ る 。

- 上 田 駅南 の 整 備 が進 行 し つ つ あ り 、 今後 の 発展可能性 が考 え ら れ る 、 千 曲 川 沿 い

の 工業 ゾ ー ン へ の こ れ ら の 施設移転 は 、 新幹線 の 開通 に あ わ せ て 、 新 た な 都市 づ

く り の 核 と な り う る 。

- 歴史 的 な 拠点 ・ シ ン ボ ル で あ る 城 と 合 せ 、 2 つ の 「 心 」 を も つ ま ち づ く り と し て 、

上 田 市 の 都市構造 を 大 き く 変 え る こ と に つ な が る 可能性 が考 え ら れ る 。

・ こ の こ と に よ っ て 城 と 千 曲 川 の 空 間 的 関連性 を 強化 す る こ と が で き る と い う 特徴

が あ る 。 さ ら に は 、 塩 田平 な ど 上 田 市 の 史 跡 全体 の ネ ッ ト ワ ー ク の 一 部 と し て 、

よ り 大 き な 計 画 と し て い く こ と も 検 討 に 値 す る と い え よ う 。
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参考資料 - 4 尼 ヶ 澗崖下の整備の考え方

0 基本 的 に は 城跡 の 前庭 的 ゾ ー ン と し て 、 有効利 用 す る 計 画 が必 要 で あ る 。

0 今後 の 施設建設 に あ た っ て は 、 城 ( 櫓 、 石垣 、 崖 〉 の 景 観 を 際立 た せ る こ と に 十

分配慮す る 必要 が あ る 。

ま た 、 建築物 の 素材 や 色調 、 広 告 類等 に 関 す る 規制誘 導 、 櫓 に 向 か う “ ヴ ィ ス タ

動線軸" の 形 成 、 櫓下 の 崖沿 い に 東西方 向 に 延伸 す る 城 へ の 導入 動 線 の 形成 な ど 、

城跡 を 生 か す 整備 を 行 な う 必要 が あ る 。

0理想的形態 と し て 、 城跡 の 整 備 に 合 わ せ て 前 庭 区域 を 順次 ( 西側 に ) 拡 大 し 、 広

場 お よ び歩行者路 、 駐車場等 を 確保 し て い く こ と が望 ま し く 、 実現手法 を 詰 め て

い く 必要 が あ る 。

‘〈 ‘
、、‘とh、、 、F

、電L 、\ミ
\宅 、

\i、
.号 、\、
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